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少
し
前
に
、
年
若
い
友
だ
ち
と
お
酒
を
飲

み
ま
し
た
。
友
だ
ち
は
、
は
た
け
は
少
し
違
う

け
れ
ど
、
や
は
り
も
の
書
き
を
し
て
い
ま
す
。

「
同
業
の
子
が
、
自
分
に
は
才
能
が
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
、
悩
ん
で
る
ん
で
す
」

年
若
い
友
だ
ち
は
、
言
い
ま
し
た
。
そ
こ

か
ら
、
も
の
書
き
に
お
け
る
「
才
能
」
っ
て
、

何
だ
ろ
う
ね
、
と
い
う
話
に
な
っ
た
の
で
す
。

物
語
を
構
成
す
る
能
力
。
文
章
力
。
取
材

力
。
発
想
力
。
読
解
力
。
人
徳
。
体
力
。

い
ろ
い
ろ
、
二
人
で
考
え
ま
し
た
が
、
結

論
は
、「
最
後
ま
で
書
き
上
げ
る
能
力
」
で

し
た
。

も
の
を
書
く
こ
と
っ
て
、
苦
し
い
の
で
す
。

何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
何
か
を
力
わ
ざ
で

作
り
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
苦
し

い
し
、
た
え
ず
書
い
て
い
る
も
の
に
対
し
て

き
つ
い
つ
っ
こ
み
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
も
苦
し
い
し
、
だ
い
い
ち
、
机
に
向

か
っ
て
一
人
辛
気
く
さ
く
文
字
を
綴
り
つ
づ

け
る
こ
と
が
苦
し
い
。
そ
し
て
、
で
き
あ
が

り
つ
つ
あ
る
も
の
が
、
最
初
か
ら
素
晴
ら
し

い
も
の
な
ら
い
い
け
れ
ど
、
そ
ん
な
こ
と
は

ま
ず
、
あ
り
ま
せ
ん
。
仮
に
で
き
つ
つ
あ
る

も
の
に
、
手
を
入
れ
て
、
手
を
入
れ
て
、
壊

し
て
、
ま
た
こ
ね
て
、
作
り
直
し
て
、
と
い

う
と
て
つ
も
な
く
辛
抱
の
い
る
作
業
が
、
い

つ
い
か
な
る
時
も
付
随
し
て
い
る
の
で
す
。

だ
か
ら
、
最
後
ま
で
書
き
上
げ
る
こ
と

が
、
大
事
な
の
で
す
。
そ
こ
ま
で
に
、
飽
き

た
り
、
放
り
出
し
た
り
せ
ず
、
と
も
か
く
形

を
つ
け
る
こ
と
。
そ
し
て
、
出
来
が
だ
め

だ
っ
た
と
し
て
も
、
が
ん
ば
っ
て
な
お
し

て
、
な
お
し
て
、
な
お
し
て
、
な
お
し
て
ゆ

く
こ
と
。

「
一
つ
出
来
あ
が
る
た
び
に
、
あ
あ
、
自

分
っ
て
才
能
な
い
な
あ
っ
て
、
わ
た
し
も
思

う
か
ら
、
そ
の
同
業
の
子
の
こ
と
は
、
他
人

ご
と
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
」

年
若
い
友
だ
ち
は
、
た
め
息
を
つ
き
ま
し

た
。
私
も
、
続
け
て
た
め
息
を
つ
き
ま
し
た
。

「
自
分
の
才
の
な
さ
に
耐
え
ら
れ
る
こ
と

が
、
才
能
な
の
か
も
ね
」
と
言
い
な
が
ら
。

場
が
し
ー
ん
と
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
あ

わ
て
て
二
人
で
お
酒
の
お
か
わ
り
を
頼
み
、

そ
れ
か
ら
、
仕
事
の
話
は
も
う
や
め
に
し

て
、
旅
行
の
計
画
を
立
て
は
じ
め
ま
し
た
。

そ
う
で
す
。
年
若
い
友
だ
ち
と
は
、
旅
行

大
井
川
本
線

川
上
弘
美

イラスト・岡林玲
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の
計
画
を
立
て
る
た
め
に
会
っ
た
の
で
す
。

私
も
彼
女
も
、
ほ
ん
の
少
し
だ
け
乗
り
テ
ツ

な
の
で
す
。「
日
帰
り
・
始
発
か
ら
終
点
ま

で
乗
る
旅
」
に
、
年
一
回
ほ
ど
行
く
仲
で

す
。
関
東
周
辺
は
け
っ
こ
う
制
覇
し
た
か

ら
、
今
度
は
中
部
地
方
か
な
、
久
し
ぶ
り
に

大
井
川
鐵
道
に
乗
ろ
う
か
、
と
話
題
は
う

つ
っ
て
ゆ
き
、
そ
の
夜
は
少
し
酔
っ
払
い
ま

し
た
。

次
の
月
、
私
た
ち
は
大
井
川
鐵
道
の
、
金

谷
・
千
頭
間
を
、
ゆ
っ
く
り
往
復
し
て
き
ま

し
た
。
あ
え
て
Ｓ
Ｌ
列
車
に
は
乗
ら
ず
、
ま

た
、
井
川
線
に
も
乗
ら
ず
、
ス
ト
イ
ッ
ク

（
？
）
に
大
井
川
本
線
だ
け
に
乗
っ
て
き
た

の
で
し
た
。

「
よ
く
ば
っ
て
何
か
を
盛
り
こ
み
す
ぎ
て

も
、
出
来
あ
が
り
を
失
敗
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
ら
ね
」

と
、
あ
の
夜
年
若
い
友
だ
ち
が
言
っ
た
こ

と
が
、
影
響
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
せ
っ
か
く
千
頭
ま
で
行
っ
た
の
に
、

も
っ
た
い
な
か
っ
た
か
な
。
次
は
、
大
盛

り
・
Ｓ
Ｌ
列
車
井
川
線
つ
き
に
、
挑
戦
し
て

み
な
け
れ
ば
、
で
す
ね
！

◎日本民営鉄道協会とは？
昭和 42 年に社団法人として設立、平成 24 年 4 月 1 日付で一般社団法
人に移行、72社の民営鉄道会社で組織されています。
輸送力の増強と安全輸送の確保を促進し、鉄道事業の健全な発達を図り、
もって国民経済の発展に寄与することを目的とした活動を行っております。
なお、JR 各社や公営地下鉄などは加入しておりません。
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か
わ
か
み 

ひ
ろ
み

作
家
。
東
京
都
生
ま
れ
。
お
茶
の
水
女
子
大
学
理
学
部
生
物
学
科
卒
。

１
９
９
４
年
「
神
様
」
で
第
１
回
パ
ス
カ
ル
短
編
文
学
新
人
賞
を
受

賞
。
96
年
「
蛇
を
踏
む
」
で
芥
川
賞
、
２
０
０
１
年
『
セ
ン
セ
イ
の

鞄
』
で
谷
崎
潤
一
郎
賞
、
07
年
『
真
鶴
』
で
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大

臣
賞
を
受
賞
。
著
書
に
『
神
様
』『
古
道
具
中
野
商
店
』『
風
花
』『
ど

こ
か
ら
行
っ
て
も
遠
い
町
』『
七
夜
物
語
』『
猫
を
拾
い
に
』
な
ど
。
最

新
刊
に
『
水
声
』
が
あ
る
。
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1
．
京
都
に
お
け
る
公
共
交
通
の
状
況

今
回
の
特
集
で
あ
る
嵐ら

ん
で
ん電
は
、
京
都
市
の
西

側
の
嵐
山
地
区
と
京
都
中
心
部
を
結
ぶ
路
面
電

車
で
あ
る
。
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
嵐
山
駅
に

も
入
場
制
限
が
か
か
る
ほ
ど
の
賑
わ
い
を
見
せ

る
が
、
日
常
的
に
も
通
勤
・
通
学
手
段
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
嵐
電
を
含
む
京
都

の
公
共
交
通
の
実
情
を
紹
介
し
、
併
せ
て
京
都

市
の
「
歩
く
ま
ち
・
京
都
」
政
策
に
よ
る
公
共

交
通
の
活
性
化
の
方
向
性
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

京
都
市
は
、
平
成
25
年
に
は
日
本
人
観
光
客

数
が
年
間
５
１
６
２
万
人
、
外
国
人
宿
泊
数
が

１
１
３
万
人
と
な
り
、
歴
代
最
高
を
記
録
し
て

い
る
。
ま
た
「
ト
ラ
ベ
ル
＋
レ
ジ
ャ
ー
誌
」
の

世
界
人
気
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
で

も
26
年
に
第
１
位
に
輝
い
て
お

り
、
人
気
が
あ
る
国
際
観
光
都

市
と
し
て
今
後
と
も
大
い
に
発

展
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
京
都

市
の
観
光
関
連
収
入
は
、
25
年

は
約
７
０
０
０
億
円
で
あ
り
、

同
市
の
一
般
会
計
（
約
７
５
０ 

０
億
円
）
と
ほ
ぼ
同
じ
規
模
と

な
っ
て
い
る
。

公
共
交
通
事
情
を
み
る
と
、

京
都
は
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
た

盆
地
で
あ
り
、
市
の
総
面
積
は

８
２
７
・
９
㎢
で
大
阪
市
や
神

戸
市
よ
り
も
大
き
な
範
囲
と

な
っ
て
い
る
が
、
可
住
面
積
は

２
１
９
・
９
㎢
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
人
口
密
度
は
１
㎢
当
た

り
９
７
９
２
人
で
、
東
京
23
区
、
大
阪
市
、
川

崎
市
、
横
浜
市
に
次
ぐ
多
さ
で
あ
り
、
中
心
部

に
人
口
が
密
集
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
街
が
形

成
さ
れ
て
い
る
一
方
、
そ
の
周
辺
に
山
間
部
が

広
が
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
特
性
は
、
鉄
軌
道
の
状
況
に
も
反
映
さ

れ
て
お
り
、
表
1
の
よ
う
に
、
単
位
面
積
当
た

り
の
鉄
軌
道
の
営
業
キ
ロ
は
、
実
面
積
当
た
り

で
は
、
３
大
都
市
圏
の
都
市
の
中
で
は
最
下
位

で
あ
る
が
、
可
住
面
積
当
た
り
で
は
東
京
、
大

阪
に
次
い
で
第
３
位
と
な
る
。
ま
た
駅
数
も
見

劣
り
し
な
い
状
況
で
あ
る
（
７
ペ
ー
ジ
掲
載
の

図
５
参
照
）。

こ
の
よ
う
に
京
都
市
は
鉄
軌
道
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
あ
る
程
度
充
実
し
て
い
る
の
だ
が
、

利
用
の
度
合
い
は
そ
れ
ほ
ど

大
き
く
な
い
。
パ
ー
ソ
ン
ト

リ
ッ
プ
調
査
の
代
表
交
通
手

段
に
つ
い
て
、
京
阪
神
を
比

較
し
て
み
る
と
、
鉄
道
の
割

合
が
大
阪
は
36
％
、
神
戸
は

26
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
京

都
は
19
％
で
あ
る
（
平
成
22

年
度
第
５
回
調
査
）。

■�

バ
リ
ア
フ
リ
ー
移
動
等
円

滑
化
基
本
構
想

ハ
ー
ド
が
あ
る
程
度
整
備

さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

利
用
状
況
が
芳
し
く
な
い
理

由
は
、
利
便
性
が
実
感
で
き

な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
多
く

の
鉄
道
事
業
者
が
存
在
し
て

表1　鉄軌道の充実度比較

東京 23 区 1.1235 1.1235 83.7 71 14,389
横浜市 0.5739 0.6314 70.4 42 10,292
川崎市 0.5466 0.5787 59.3 38 10,650
名古屋市 0.6433 0.6681 97.5 72 7,989
京都市 0.1800 0.6879 107.2 92 9,792
大阪市 1.3237 1.3237 117.1 94 12,012
神戸市 0.3369 0.5873 123.8 85 9,468
出典：平成 21 年度版　都市交通年報、平成 17 年度国勢調査

面積当たり
鉄道営業キロ（km） 駅数 DID
可住面積当たり 人口百万人当たり 人口百万人当たり 人口密度（人）

　京都の公共交通と
「歩くまち・京都」政策

同志社大学商学部商学科 教授

青木真美
Mami AOKI

早稲田大学政治経済学部経済学科卒業。財団法人運輸調査局
にて運輸政策等についての調査研究を行う。埼玉大、法政大、
東洋大、大東文化大などで交通経済学の非常勤講師を勤める。
2003 年より現職。専門分野は交通論。日本交通学会、交通権学
会、鉄道史学会に所属。交通政策に関する行政関連の委員など。

平成 22 年１月に策定された「歩くまち・京都」総合交通戦略。
現在、京都では「歩くまち・京都」実現のため、
既に運営されている鉄道やバスなどの公共交通を、
より快適に、より便利に利用できるものにするために、
さまざまな施策を推進している。
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い
る
た
め
、
乗
り
換
え
の
利
便
性
の
悪
さ

（
ハ
ー
ド
面
）
と
乗
り
換
え
に
よ
る
運
賃
の
割

高
感
（
ソ
フ
ト
面
）
が
そ
の
原
因
で
あ
る
。

ハ
ー
ド
面
に
つ
い
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対

策
と
し
て
旅
客
施
設
や
そ
の
周
辺
道
路
な
ど
を

対
象
と
し
た
全
体
構
想
を
京
都
市
が
平
成
14
年

10
月
に
策
定
し
、「
重
点
整
備
地
区
」
ご
と
に

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
移
動
等
円
滑
化
基
本
構
想
」

を
策
定
、
現
在
18
の
地
区
に
つ
い
て
の
整
備
計

画
が
完
了
あ
る
い
は
策
定
中
で
あ
る注

１

。

し
か
し
複
数
の
鉄
道
駅
が
あ
る
地
域
で
、
段

差
や
車
い
す
の
通
行
を
配
慮
し
た
通
路
な
ど
が

整
備
さ
れ
て
も
、
依
然
と
し
て
距
離
な
ど
の
面

で
乗
り
換
え
が
不
便
で
あ
る
と
こ
ろ
も
多
い
。

例
え
ば
、
京
都
駅
で
の
京
都
市
営
地
下
鉄
烏

丸
線
京
都
駅
と
近
鉄
京
都
駅
（
約
４
５
０
ｍ
と

段
差
）、
阪
急
河
原
町
駅
と
京
阪
祇
園
四
条
駅

（
約
３
０
０
ｍ
と
段
差
）、
京
阪
三
条
駅
と
地
下

鉄
三
条
京
阪
駅
（
約
１
０
０
ｍ
）、
Ｊ
Ｒ
西
日

本
二
条
駅
と
地
下
鉄
二
条
駅
（
約
１
０
０
ｍ
と

段
差
）
な
ど
で
あ
る
。

嵐
山
に
つ
い
て
も
Ｊ
Ｒ
の
嵯
峨
嵐
山
駅
、
嵐

電
嵐
山
駅
、
阪
急
嵐
山
駅
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
約
５
０
０
～
７
０
０
ｍ
程
度
離
れ
て
お
り
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
政
策
に
お
い
て
も
同
一
の
整
備

対
象
地
区
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な
い
（
図
1
）。

そ
う
し
た
中
で
も
、
現
在
交
通
バ
リ
ア
フ

リ
ー
計
画
中
の
西さ

い
い
ん院
地
区
に
つ
い
て
は
、
阪
急

と
嵐
電
の
接
続
を
大
幅
に
改
善
す
る
施
策
が
計

画
さ
れ
て
い
る
（
図
2
）。
現
在
、
阪
急
西
院

駅
の
改
札
口
と
嵐
電
の
西さ

い院
駅
は
約
２
５
０
ｍ

離
れ
て
い
る
が
、
阪
急
の
地
下
ホ
ー
ム
は
、
嵐

電
西
院
駅
付
近
ま
で
伸
び
て
い
る
。
そ
の
ホ
ー

ム
の
端
に
出
口
を
設
け
、
嵐
電
の
ホ
ー
ム
に
す

ぐ
出
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

嵐
電
の
西
院
駅
の
上
り
と
下
り
の
乗
り
場
が
、

平成 20 年３月に開業した嵐電天神川駅。京都市営地下鉄東西線の太秦天神川駅と結節する

注１：完了地区／桂、山科、烏丸、向島、京都駅周辺、嵯峨嵐山、河原町、稲荷、京阪五条・七条、桃山御陵前、東福寺、京阪藤森、伏見、大宮（計 14）
整備地区／太秦、ＪＲ藤森、深草、西院（計４）

現在の出口

新しい出口

嵐電西院駅嵐電西院駅

阪急西院駅

0 250m

嵐山東公園

嵐電嵯峨嵐電嵯峨

鹿王院鹿王院

嵯峨嵐山嵯峨嵐山

嵐山嵐山

渡月橋

JR嵯峨野線JR嵯峨野線

嵐電嵐山本線嵐電嵐山本線

阪急嵐山線阪急嵐山線

嵐山嵐山

嵯峨中ノ島町

図2　西院駅付近の改築案

図1　嵐電嵐山駅周辺

基調報告─ 41
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現
在
は
通
り
の
同
じ
側
に
あ
る
も
の

を
、
通
り
を
挟
ん
だ
位
置
に
す
る
。

ハ
ー
ド
面
で
の
改
善
は
財
源
の
範

囲
内
で
は
あ
る
が
、
徐
々
に
進
め
ら

れ
る
方
向
に
あ
り
、
問
題
は
ソ
フ
ト

面
で
あ
る
。
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ｒ
桂
川
駅
で
の
バ
ス
４
事
業
者
の

時
刻
表
の
調
整
事
例
や
、京
阪
中ち

ゅ
う
し
ょ
じ
ま

書
島

駅
に
お
け
る
鉄
道
と
バ
ス
の
乗
り
継

ぎ
ダ
イ
ヤ
の
改
善
の
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

鉄
道
同
士
の
乗
り
継
ぎ
で
は
、
地
下

鉄
烏
丸
御
池
駅
に
お
け
る
烏
丸
線
と
東
西
線
の

調
整
や
太
秦
天
神
川
駅
に
お
け
る
地
下
鉄
と
嵐

電
の
接
続
改
善
の
事
例
が
あ
る
。

■
人
気
が
高
い
京
都
市
営
バ
ス
１
日
券

運
賃
面
で
は
、
地
下
鉄
と
市
バ
ス
の
乗
り
継

ぎ
割
引
（
連
絡
券
・
磁
気
カ
ー
ド
利
用
時
、
60

円
引
き
）
や
期
間
を
区
切
っ
た
京
都
フ
リ
ー
パ

ス注
２

な
ど
が
あ
る
。
バ
ス
の
１
日
乗
り
放
題
の

５
０
０
円
券
、
地
下
鉄
の
１
日
乗
り
放
題
の

６
０
０
円
券
、
地
下
鉄
と
バ
ス
乗
り
放
題
の
京

都
観
光
１
日
（
２
日
）
乗
車
券
は
１
２
０
０
円

（
２
日
２
０
０
０
円
）、
そ
の
ほ
か
に
地
下
鉄
と

各
鉄
道
事
業
者
の
個
別
の
チ
ケ
ッ
ト
（
地
下
鉄

と
嵐
電
の
１
日
券
１
０
０
０
円
な
ど
）
な
ど
が

あ
る
が
、
細
分
化
さ
れ
て
分
か
り
に
く
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
定
期
で
も
鉄
軌
道
か

バ
ス
か
、
モ
ー
ド
ご
と
に
制
度
が
異
な
り
、
京

都
市
全
域
を
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
す
る
と
い
う
趣

旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
が
多
い
。

こ
れ
ら
の
中
で
は
、
京
都
市
営
バ
ス
の
１
日

５
０
０
円
券
の
人
気
が
高
く
、
繁
忙
期
の
Ｊ
Ｒ

京
都
駅
の
駅
前
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
、
１

日
券
を
購
入
す
る
た
め
の
行
列
と
バ
ス
待
ち
の

行
列
で
ご
っ
た
返
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る

（
図
3
）。

例
え
ば
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
京
都
市
観

光
総
合
調
査
で
も
外
国
人
の
６
割
強
、
日
本
人

で
も
35
％
が
訪
れ
て
い
る
人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

の
清
水
寺
方
面
へ
は
、
バ
ス
以
外
に
も
Ｊ
Ｒ
奈

良
線
東
福
寺
駅
で
京
阪
乗
り
換
え
清
水
五
条
駅

と
い
う
ル
ー
ト
が
あ
る
が
、
駅
か
ら
徒
歩
20
～

25
分
か
か
る
た
め
（
ま
た
街
並
み
も
あ
ま
り
観

光
に
ふ
さ
わ
し
い
と
は
い
え
な
い
た
め
）、
京

都
駅
か
ら
直
近
の
バ
ス
停
（
五
条
坂
）
ま
で
、

乗
り
換
え
な
し
で
行
け
る
バ
ス
を
利
用
す
る
人

が
圧
倒
的
に
多
い
。
バ
ス
の
通
常
の
所
要
時
間

は
15
分
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
時
間

が
か
か
る
可
能
性
が
大
き
く
、
バ
ス
待
ち
と
バ

ス
内
の
混
雑
、
道
路
渋
滞
で
清
水
寺
に
た
ど
り

着
く
ま
で
に
ぐ
っ
た
り
し
て
し
ま
う
と
い
う

ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
、
京
都
市
の
行
っ
て
い

る
観
光
満
足
度
調
査
で
も
毎
年
、「
残
念
だ
っ

た
点
」
の
ト
ッ
プ
が
「
電
車
・
バ
ス
な
ど
の
公

共
交
通
機
関
」（
13
・
２
％
）
で
あ
り
、
第
４

位
に
交
通
状
況
（
６
・
５
％
）
が
挙
げ
ら
れ
、

路
線
や
乗
り
場
の
わ
か
り
に
く
さ
や
、
道
路
渋

滞
に
よ
る
時
間
の
遅
れ
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。こ

れ
ら
の
問
題
は
、
観
光
客
ば
か
り
で
は
な

く
、
一
般
市
民
の
日
常
生
活
に
も
大
き
く
影
響

を
与
え
て
お
り
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
土
日
の
道

路
混
雑
や
渋
滞
、
公
共
交
通
の
遅
れ
や
混
雑

が
、
市
民
に
と
っ
て
も
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
を
阻

害
す
る
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

２
．「
歩
く
ま
ち
・
京
都
」
政
策
と

　
　

今
後
の
展
望

現
在
、
京
都
市
で
は
、
平
成
22
年
１
月

に
策
定
し
た
「
歩
く
ま
ち
・
京
都
」
総
合

交
通
戦
略
に
基
づ
き
、「
公
共
交
通
」「
ま

ち
づ
く
り
」「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
を
三

本
柱
に
政
策
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
平
成
19
年
ま
で
の
桝
本
市
政
下
の
京

都
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
け

る
「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
、
20
年
２
月
に
後
任
と
な
っ
た
門
川
市

長
下
で
見
直
し
の
上
、
踏
襲
し
た
も
の
で

あ
る
。

「
公
共
交
通
」
で
は
既
存
の
公
共
交
通

の
利
便
性
の
向
上
や
連
携
、
情
報
提
供
の

改
善
、
バ
ス
の
走
行
環
境
の
改
善
、「
ま

ち
づ
く
り
」
で
は
歩
行
空
間
の
充
実
、
自

動
車
交
通
の
効
率
化
と
適
正
化
、
未
来
の

公
共
交
通
の
充
実
、「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
で

は
「
歩
く
ま
ち
・
京
都
憲
章
」（
平
成
22
年
１

月
制
定
）
の
普
及
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
よ
る
交
通
行
動
の
変
化
（
自
動
車
以
外
の

交
通
の
分
担
率
目
標
８
割
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。平

成
26
年
末
ま
で
に
は
、
桂
駅
を
中
心
と
す

る
洛
西
地
区
の
バ
ス
利
便
性
向
上
、
京
都
フ

リ
ー
パ
ス
の
創
設
、
通
年
の
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ

イ
ド
駐
車
場
の
提
供
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
現
在
は
、
京
都
駅
南
口
駅
前
広
場
整
備
、

四
条
通
歩
道
拡
幅
な
ど
が
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
工
事
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
京
都
駅

南
口
駅
前
広
場
で
は
、
タ
ク
シ
ー
、
路
線
バ

ス
、
観
光
バ
ス
、
送
迎
車
、
自
転
車
な
ど
の
駐

停
車
ス
ペ
ー
ス
の
見
直
し
と
再
配
分
、
歩
行
空

間
の
確
保
な
ど
が
行
わ
れ
、
大
幅
な
リ
ニ
ュ
ー

注２：冬の閑散期（平成 26 年度は 12 月６日から３月 22 日）一日券／大人２０００円、小人１０００円
鉄道／全線＝京都市営地下鉄、叡山電車、嵐電　京都市内の区間＝ＪＲ西日本、近鉄、京阪、阪急
バス／全線＝京都市バス、ヤサカバス　一部区間に運用＝京都バス、京阪京都交通、京阪バス、西日本ジェイアールバス、阪急バス

図4　四条通における歩道拡幅実験
（平成 19 年 10 月 13 日〈著者撮影〉）

図3
紅葉シーズン／京都駅前のバスターミナル
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ア
ル
と
な
る
。
平
成
26
年
11
月
に
着
工
さ
れ
、

28
年
末
に
完
成
予
定
で
あ
る
。

■
進
む
四
条
通
の
歩
道
拡
幅
事
業

四
条
通
の
歩
道
拡
幅
は
、
平
成
19
年
10
月
12

～
14
日
に
「
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
実
験
」

（
図
４
）
と
し
て
社
会
実
験
を
行
っ
た
後
、
検

討
を
重
ね
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
車
道
の
片

側
２
車
線
を
１
車
線
に
し
て
バ
ス
停
も
集
約

し
、
拡
幅
し
た
歩
道
の
ス
ペ
ー
ス
で
バ
ス
待
ち

の
客
を
滞
留
さ
せ
、
歩
行
空
間
の
確
保
を
図
る

も
の
で
あ
る
（
図
６
）。

こ
の
背
景
に
は
、
烏
丸
通
か
ら
河
原
町
通
の

歩
道
の
通
行
量
が
平
日
・
休
日
と
も
非
常
に
多

く
、
１
㎡
当
た
り
０
・
43
人
（
東
京
０
・
39
、

大
阪
０
・
25
）
で
日
本
一
の
密
度
と
言
っ
て
も

よ
い
く
ら
い
で
歩
行
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
に

あ
る
こ
と
や
、
四
条
通
の
車
道
の
通
行
状
況
を

み
る
と
、
中
央
側
の
１
車
線
で
は
12
時
間
で
約

４
５
０
０
台
通
行
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
歩

道
側
の
１
車
線
は
約
１
０
０
０
台
に
す
ぎ
ず
、

駐
停
車
や
バ
ス
の
乗
降
な
ど
で
か
な
り
流
れ
が

滞
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
商
業
活

動
の
面
か
ら
は
、
京
都
駅
や
大
阪
駅
付
近
の
商

業
施
設
の
活
性
化
に
よ

り
、
従
来
の
街
な
か
で
あ

る
四
条
通
付
近
へ
の
来
街

者
数
が
停
滞
し
て
い
る
た

め
、
ま
ち
の
賑
わ
い
や
活

気
を
再
構
築
す
る
必
要
が

あ
る
と
の
認
識
も
高
ま
っ

て
い
た
。

平
成
16
年
１
月
、
２
月

に
も
地
元
主
導
で
交
通
社

会
実
験
（
日
曜
日
に
バ
ス

停
周
辺
の
駐
停
車
自
粛
の

呼
び
掛
け
、
荷
捌
き

車
両
の
乗
り
入
れ
自

粛
）
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、日
曜
日
の
夕
方
、

通
常
で
あ
れ
ば
１
㎞

通
過
す
る
の
に
30
分

か
か
っ
て
い
た
も
の

が
、
20
分
に
短
縮
し

た
こ
と
、
客
待
ち
の

タ
ク
シ
ー
や
自
家
用

車
が
３
割
減
と
い
っ

た
効
果
が
出
て
、
商

店
街
側
か
ら
市
に
積

極
的
に
働
き
掛
け
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
。

純
粋
な
観
光
地
で
自
家
用
車
の
乗
り
入
れ
の

規
制
や
、
歩
行
空
間
の
拡
充
と
い
っ
た
政
策
は

日
本
国
内
で
も
多
く
見
ら
れ
る
が
、
京
都
の
中

心
で
商
業
・
業
務
の
中
核
を
な
す
こ
の
地
区

で
、
こ
う
し
た
歩
道
の
拡
幅
に
着
手
で
き
た
の

は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

「
歩
く
ま
ち
・
京
都
」
の
政
策
は
、
公
共
交

通
を
日
常
的
な
市
民
の
移
動
手
段
と
し
て
活
用

し
、
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
を
実
現
し
て
市
民
生
活

の
円
滑
な
運
営
と
定
住
人
口
の
確
保
を
図
る
も

の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
年
間
５
０
０
０
万
人

を
超
え
る
観
光
客
が
さ
ら
に
増
加
し
、
移
動
手

段
の
確
保
が
追
い
つ
か
な
い
と
い
う
緊
急
事
態

を
招
か
な
い
た
め
に
も
、
さ
ら
な
る
公
共
交
通

手
段
の
拡
充
と
利
便
性
の
向
上
、
低
廉
な
運
賃

の
工
夫
な
ど
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

二
条
城
前
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丸太町常盤 円町花園
鳴滝

御
室
仁
和
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宇
多
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妙
心
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龍
安
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等
持
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二
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北
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白
梅
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中
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近
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京
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図5　京都市内の鉄軌道路線図

図6　四条通における歩道拡幅

道路幅員 22.0
現状

整備イメージ

（単位：m）

道路幅員 22.0 （単位：m）

車道幅員 15.0 歩道幅員 3.5歩道幅員 3.5

車道幅員 9.0歩道幅員6.5 歩道幅員6.5

歩道

歩道 車道 車道 歩道

歩道
路
肩

路
肩

路
肩

ゼ
ブ
ラ
ゾ
ー
ン

路
肩

車道車道車道車道
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特集：大都市近郊における中小鉄道の活性化施策
［京福電気鉄道にみる観光需要と地元利用拡大の取り組み］

日本で初めて路面電車が誕生した京都には、
現在でも部分的に併用軌道を使用する
京福電気鉄道の嵐山線（嵐山本線・北野線）が存在する。

「嵐
らんでん

電」の名で親しまれる二つの路線は、
市中心部と京都を代表する観光地・嵯峨嵐山を結び、
沿線には世界文化遺産をはじめ数多くの名所旧蹟が点在する。
その需要の約７割は観光利用が占めているが、
京福電鉄では、観光都市・京都の観光需要に対応するとともに、
地域と一体となった取り組みで、地元利用の拡大に取り組んでいる。　
地域とともに「持続可能な鉄道」を目指す――
京福電気鉄道株式会社の西田寛取締役社長にお話を伺った。

観光需要と地元利用拡大で
持続可能な鉄道へ



開
業
１
０
５
年
の
歴
史
あ
る
路
線

―
―
開
業
か
ら
１
０
５
年
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み

を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

西
田　

当
社
の
前
身
は
明
治
21
年
に
設
立
さ
れ

た
京
都
電
燈
株
式
会
社
で
、
全
国
で
は
４
番
目

に
営
業
を
開
始
し
た
電
力
会
社
で
す
。
日
本
初

の
営
業
用
水
力
発
電
で
あ
る
琵
琶
湖
疏
水
の
蹴け

上あ
げ

発
電
所
か
ら
電
力
供
給
を
受
け
、
関
西
や
北

陸
方
面
へ
の
配
電
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
京

都
と
福
井
で
鉄
軌
道
事
業
を
手
掛
け
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
戦
時
統
制
に
よ
り
昭
和
17
年
に

電
気
事
業
は
関
西
電
力
と
北
陸
電
力
に
、
鉄
軌

道
事
業
は
こ
の
年
に
設
立
さ
れ
た
京
福
電
気
鉄

道
が
継
承
し
ま
し
た
。

京
都
電
燈
の
鉄
軌
道
部
門
で
は
、
大
正
３
年

に
開
通
し
た
福
井
の
越
前
本
線
が
最
も
古
い
路

線
で
す
が
、
大
正
７
年
に
、
明
治
43
年
開
業
の

嵐
山
電
車
軌
道
を
合
併
し
て
お
り
、
こ
れ
が
現

在
の
嵐
山
本
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。

京
福
電
鉄
と
な
っ
た
以
降
も
、
京
都
と
福
井

の
鉄
道
路
線
を
合
併
し
、
多
数
の
路
線
を
有
し

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
61
年
に
叡
山
線
を
叡
山

電
鉄
に
譲
渡
し
、
平
成
15
年
に
２
度
の
事
故
で

運
行
停
止
命
令
を
受
け
た
福
井
で
の
鉄
道
事
業

を
廃
止
（
一
部
施
設
を
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
に
譲

渡
）
す
る
な
ど
し
て
、
現
在
、
鉄
軌
道
事
業
と

し
て
は
、
嵐
山
線
と
叡
山
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、
叡

山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
営
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

嵐
山
線
は
、
四
条
大
宮

－

嵐
山
間
を
結
ぶ
嵐

山
本
線
と
、
大
正
15
年
に
開
業
し
た
北き

た
の野
白は

く
ば
い梅

町ち
ょ
う

－
帷か

た
び
ら
の
つ
じ

子
ノ
辻
間
の
北
野
線
の
２
系
統
か
ら

成
り
、
総
営
業
キ
ロ
約
11
㎞
、
21
の
駅
を
有
し

て
い
ま
す
。
市
中
心
部
と
嵯
峨
嵐
山
と
い
う
京

都
有
数
の
名
所
を
結
ぶ
嵐
山
線
の
沿
線
に
は
、

天て
ん
り
ゅ
う
じ

龍
寺
、
仁に

ん
な
じ

和
寺
、
龍り

ょ
う
あ
ん
じ

安
寺
、
金
閣
寺
の
四
つ

の
世
界
文
化
遺
産
を
は
じ
め
数
多
く
の
名
刹
が

あ
り
、
大
勢
の
お
客
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
社
で
は
、
嵐
山
電
車
軌
道
の
開
業

か
ら
周
年
を
数
え
て
お
り
、
平
成
22
年
に

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

京
都
と
福
井
で
多
種
の
事
業
を
展
開

―
―
京
都
と
福
井
を
２
大
拠
点
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
現
在
、
福
井
で
は
ど
の
よ
う
な
事
業
を

展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

西
田  

当
社
は
京
都
と
福
井
を
両
輪
と
し
て
事

業
を
展
開
し
て
お
り
、
京
福
グ
ル
ー
プ
11
社
の

う
ち
８
社
が
福
井
で
営
業
し
て
い
ま
す
。
交
通

事
業
で
は
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
、
賃
貸
ビ
ル
や
マ

ン
シ
ョ
ン
を
管
理
す
る
不
動
産
事
業
、
ま
た
越

前
松
島
水
族
館
や
三
国
観
光
ホ
テ
ル
な
ど
レ

ジ
ャ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
運
営
し
て
い
ま

す
。今

年
３
月
に
、
い
よ
い
よ
北
陸
新
幹
線
が
金

沢
ま
で
開
業
し
ま
し
た
。
福
井
地
域
も
活
気
づ

い
て
お
り
、
関
東
方
面
か
ら
の
お
客
さ
ま
に
金

沢
か
ら
福
井
に
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
グ
ル
ー
プ
の
交
通
事
業
や
観
光
事
業
を
有

効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
幹
線
の
福
井
延
伸
も
見
据
え
て
、
観
光
産
業

推
進
の
戦
略
を
練
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
平
成
28
年
春
に
は
Ｊ
Ｒ
福
井
駅
西
口

広
場
が
完
成
し
、
路
線
バ
ス
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
が

整
備
さ
れ
ま
す
。
既
に
東
口
側
で
は
東
京
、
名

古
屋
、
京
都
・
大
阪
な
ど
と
結
ぶ
高
速
バ
ス
の

運
行
や
、
観
光
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
が
、
鉄
道
と
の
結
節
で
利
便
性
が

大
き
く
向
上
し
ま
す
の
で
、
京
福
バ
ス
を
中
心

に
、
地
域
の
方
々
に
よ
り
利
用
し
や
す
い
公
共

交
通
を
提
供
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
連
続
立
体
交
差
事
業
で
、
え
ち
ぜ

ん
鉄
道
が
平
成
30
年
に
高
架
化
さ
れ
る
予
定
も

あ
り
ま
す
。
所
有
資
産
を
基
に
新
た
な
事
業
を

展
開
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

観
光
と
地
元
利
用
拡
大
の
促
進
策

―
―
京
都
で
は
、
嵐
山
線
の
さ
ま
ざ
ま
な
強
化

策
を
進
め
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

西
田　

平
成
12
年
と
13
年
の
越
前
本
線
の
事
故

以
降
、
社
全
体
が
停
滞
し
て
い
た
の
で
す
が
、

開
業
１
０
０
周
年
を
見
据
え
、
嵐
山
線
を
守
ろ

う
、
嵐
山
線
を
元
気
に
し
よ
う
と
、
社
員
一
丸

と
な
っ
て
嵐
山
線
強
化
の
取
り
組
み
を
開
始
し

ま
し
た
。

ま
ず
平
成
14
年
に
、
区
間
運
賃
制
か
ら
全
線

大
人
２
０
０
円
の
均
一
運
賃
に
改
定
し
ま
し

た
。
均
一
運
賃
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
お
客
さ

ま
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
く
、
利
便
性
が
高
い

こ
と
で
す
。
嵐
山
駅
か
ら
嵐
山
本
線
で
帷
子
ノ

辻
駅
に
向
か
い
、
北
野
線
に
乗
り
換
え
て
北
野

白
梅
町
駅
ま
で
行
き
、
金
閣
寺
な
ど
に
向
か
う

ル
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
「
黄
金

ル
ー
ト
」
と
呼
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
均
一
運

賃
の
導
入
が
功
を
奏
し
て
、
こ
の
ル
ー
ト
を
た

ど
る
お
客
さ
ま
が
非
常
に
増
え
ま
し
た
。
乗
り

換
え
て
も
２
０
０
円
で
行
け
る
こ
と
を
ご
説
明

す
る
と
、
お
客
さ
ま
に
「
な
ぜ
、
こ
ん
な
に
安

い
の
か
」
と
驚
か
れ
ま
し
た
ね
。

平
成
23
年
に
は
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
均
一
運
賃
の
成

果
で
設
備
投
資
が
ロ
ー
コ
ス
ト
で
済
み
ま
し

た
。
25
年
に
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
全
国
相
互
利
用

サ
ー
ビ
ス
も
開
始
し
、
現
在
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
利

用
率
は
多
い
時
で
40
％
に
上
っ
て
い
ま
す
。

―
―
平
成
14
年
に
は｢

嵐
山
駅
は
ん
な
り･

ほ
っ
こ
り
ス
ク
エ
ア｣

も
開
業
さ
れ
ま
し
た
。

西
田　

え
え
。
駅
前
広
場
を
整
備
し
、
多
数
の

商
業
施
設
が
入
居
す
る
駅
ビ
ル
施
設
「
嵐
山
駅

は
ん
な
り
・
ほ
っ
こ
り
ス
ク
エ
ア
」
を
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
18
年
に
は｢

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

と
し
て
、
嵐
山
線
の
呼
称

を
「
嵐ら

ん
で
ん電
」
に
統
一
し
ま
し
た
。
京
都
の
皆
さ

ま
が
親
し
み
を
込
め
て
呼
ん
で
く
だ
さ
っ
て
き

た
呼
び
名
で
す
。
ま
あ
、
京
都
以
外
の
方
に
は

「
あ
ら
し
で
ん
」
と
読
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
の
で
す
が
（
笑
）。
同
時
に
、
当
時
の
全

20
駅
の
う
ち
７
駅
の
駅
名
を
変
更
し
ま
し
た
。
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嵐電天神川駅に停車する京紫色の嵐電



最
寄
り
駅
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
、

「
太う

ず
ま
さ
こ
う
り
ゅ
う
じ

秦
広
隆
寺
」
や
「
御お

む
ろ
に
ん
な
じ

室
仁
和
寺
」「
龍
安

寺
」
な
ど
、
お
寺
や
神
社
の
名
前
を
組
み
込
ん

で
い
ま
す
。

―
―
新
駅
が
で
き
た
こ
と
も
大
き
な
転
機
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

西
田　

京
都
市
営
地
下
鉄
東
西
線
が
「
太
秦
天

神
川
駅
」
ま
で
延
伸
し
た
の
に
伴
い
、
当
社
も

52
年
ぶ
り
に
新
駅
「
嵐
電
天
神
川
駅
」
を
開
業

し
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
乗
り
換
え
に
よ
り
、
京

都
中
心
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
向
上
し
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
結
節
点
の
誕
生
で
、
京
阪

電
鉄
の
京け

い
し
ん
せ
ん

津
線
を
介
し
て
、
嵐
山
か
ら
琵
琶
湖

ま
で
の
東
西
軸
が
完
成
し
ま
し
た
。
観
光
シ
ー

ズ
ン
の
ピ
ー
ク
に
は
道
路
が
渋
滞
し
、
車
で
は

２
時
間
以
上
か
か
る
距
離
が
、
こ
の
ル
ー
ト
を

使
え
ば
半
分
以
下
の
時
間
で
移
動
で
き
る
。
嵐

電
と
市
営
地
下
鉄
と
の
結
節
は
、
地
元
の

通
勤
通
学
客
に
と
っ
て
も
、
観
光
客
に

と
っ
て
も
利
便
性
が
高
く
、
人
の
流
れ
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

―
―
最
も
新
し
い
話
題
と
し
て
は
平
成
25

年
、
嵐
山
駅
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し

た
。

西
田　

実
は
、
当
社
は
そ
れ
ま
で
、
株
主

さ
ま
に
対
し
て
残
念
な
が
ら
無
配
を
続
け

て
い
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

強
化
策
に
よ
っ
て
、
平
成
23
年
に
31
年
ぶ

り
の
復
配
に
転
じ
た
の
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
大
型
投
資
も
可
能
と
な
り
、
開
業
か
ら

11
年
が
経
過
し
た｢

嵐
山
駅
は
ん
な
り･

ほ
っ
こ
り
ス
ク
エ
ア｣

を
大
き
く
２
段
階

に
分
け
て
改
装
し
、
平
成
25
年
７
月
に
完

成
し
ま
し
た
。

目
玉
は
、
京
友
禅
を
ア
ク
リ
ル
製
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ポ
ー
ル
に
収
め
た
「
キ
モ
ノ
フ
ォ
レ
ス

ト
」
で
、
６
０
０
本
の
ポ
ー
ル
が
駅
構
内
や
線

路
脇
に
立
ち
並
ぶ
様
は
壮
観
で
す
。
夜
、
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
幻
想
的
な
光
の
森
が
浮
か
び

上
が
る
と
、
外
国
人
観
光
客
の
方
か
ら
は
口
々

に
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
！
」
と
歓
声
が
上
が
り

ま
す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
当
社
に
と
っ
て
大
き

な
投
資
で
し
た
が
、
そ
う
し
た
お
客
さ
ま
の
姿

を
拝
見
す
る
た
び
に
、
本
当
に
手
掛
け
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

―
―
観
光
地
・
嵐
山
の
中
で
も
、
駅
自
体
が
一

つ
の
名
所
に
な
り
ま
し
た
ね
。

西
田　

他
社
線
に
乗
ら
れ
て
嵐
山
に
お
越
し
に

な
っ
た
方
も
、
当
社
の
嵐
山
駅
を
見
よ
う
と
足

を
運
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
し
、
当
社
の
駅

が
嵐
山
地
区
の
中
心
部
に
位
置
し
て
い
る
あ
り

が
た
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
乗
降
客
数
も
対

前
年
比
で
３
％
ほ
ど
増
加
し
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
少
し
ず

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
嵐
電
の
ブ
ラ
ン
ド
力
が

向
上
し
、
皆
さ
ま
に
定
着
し
て
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

な
お
考
え
を
お
持
ち
で
す
か
。

西
田　

嵐
山
界
隈
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
増
え
て

い
ま
す
が
、
京
都
の
東
側
の
東
山
地
区
と
比
較

す
る
と
、
ま
だ
ま
だ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
嵐

山
に
は
外
国
人
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
ま
だ
知
ら

れ
て
い
な
い
た
く
さ
ん
の
魅
力
が
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
世
界
レ
ベ
ル
で
の
情
報
発
信
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

嵐
山
駅
に
は
、
観
光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

を
設
置
し
て
、
英
語
で
対
応
で
き
る
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
を
常
駐
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
こ

う
し
た
外
国
の
お
客
さ
ま
へ
の
き
め
細

か
な
対
応
に
つ
い
て
も
充
実
さ
せ
て
い

く
方
針
で
す
。

―
―
取
材
の
折
、
西
田
社
長
が
車
内
で

外
国
の
お
客
さ
ま
に
お
声
掛
け
し
て
い

る
姿
を
お
見
か
け
し
ま
し
た
。
自
ら
先

頭
に
立
っ
て
、
対
応
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
す
ね
。

西
田　

え
え
、
実
行
し
て
い
ま
す
。
い

か
に
気
持
ち
よ
く
ご
利
用
し
て
い
た
だ

く
か
を
考
え
る
と
、
お
客
さ
ま
に
お
声

掛
け
す
る
の
は
大
切
な
こ
と
な
ん
で

す
。「
京
都
へ
来
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
社
員
一
人
ひ

と
り
が
率
先
垂
範
す
る
意
識
を
持
つ
。

嵐
電
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
上
げ
る
た
め
に

は
、
個
々
の
社
員
の
お
客
さ
ま
へ
の
対

応
が
大
変
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
嵐
電
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信
と
い
う
こ
と
で
は
、

江
ノ
島
電
鉄
と
日
本
初
の
鉄
道
路
線
同
士
の
姉

妹
提
携
を
締
結
さ
れ
て
い
ま
す
。

西
田　

平
成
22
年
に
嵐
電
が
１
０
０
周
年
、
江

ノ
電
も
全
線
開
通
１
０
０
周
年
と
い
う
節
目
の

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
そ
の
前
年
の
21
年
10

月
に
、
嵐
山
駅
と
江
ノ
電
の
鎌
倉
駅
で
姉
妹
提

携
の
調
印
を
行
い
ま
し
た
。
全
国
ブ
ラ
ン
ド
の

江
ノ
電
に
は
ま
だ
ま
だ
追
い
付
け
な
い
の
で
す

が
、
嵐
電
と
江
ノ
電
は
共
通
点
が
多
く
、
お
互

い
の
成
長
の
た
め
に
一
緒
に
や
っ
て
い
こ
う
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
交
流
し
て
い
ま
す
。

嵐
電
で
は
江
ノ
電
カ
ラ
ー
の
車
両
「
江
ノ
電

号
」
が
、
江
ノ
電
で
は
京
紫
色
の
「
嵐
電
号
」

が
走
行
し
て
い
ま
す
が
、
さ
す
が
に
江
ノ
電
号
は

人
気
で
、
お
客
さ
ま
の
反
響
も
大
き
い
で
す
ね
。
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多くの観光客で賑わう嵐山駅。平成 25 年７月リニューアルオープンした

600 本の「キモノフォレスト」が古都・京都の雅を醸し出している



次
な
る
経
営
戦
略
は
「
沿
線
深
耕
」

―
―
観
光
推
進
に
注
力
さ
れ
る
一
方
で
、
地
元

で
の
利
用
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
も
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

西
田　

輸
送
人
員
の
７
割
は
観
光
需
要
で
す

が
、
地
元
の
路
線
と
し
て
、
沿
線
の
方
々
に
い

か
に
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、
い
か
に
愛
着
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
か
が
一
番
大
事
な
こ
と
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

毎
年
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
「
妖
怪
電

車
」
は
嵐
電
の
夏
の
風
物
詩
と
な
り
ま
し
た

し
、「
こ
こ
ろ
の
時
代
」
と
題
し
た
無
料
の
講

演
会
、
こ
ち
ら
は
各
界
の
著
名
人
を
お
招
き
し

て
沿
線
社
寺
を
お
借
り
し
て
開
催
し
て
い
ま

す
。
駅
の
緑
化
活
動
も
そ
う
で
す
が
、
地
元
の

お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
か
つ
地
元
の
方
々
に

参
加
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

開
業
１
０
０
周
年
に
は
、
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
、
将
来
の
利
用
者
で
あ
る
子
ど
も
た
ち

に
電
車
に
乗
る
習
慣
を
身
に
付
け
て
も
ら
お
う

と
、
土
日
祝
日
に
は
小
児
運
賃
を
無
料
に
す
る

「
小
児
運
賃
無
料
化
実
証
実
験
」
を
１
年
半
行

い
ま
し
た
。
右
京
区
制
80
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
平
成
23
年
に
運
行
を
開
始
し
た
パ
ト

カ
ー
型
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
電
車
「
パ
ト
ト
レ
イ

ン
」
も
継
続
し
て
走
ら
せ
、
子
ど
も
た
ち
に
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
呼
び
掛
け
、
交
通

安
全
教
室
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
定
期
利
用
の
お
客
さ

ま
も
徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

一
方
で
、
沿
線
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
駅
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
未
完
了
の
駅
を
ど
う
す
る
の

か
。
ま
た
、
高
齢
者
の
方
々
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を

浸
透
さ
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
ま

だ
多
く
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

嵐
電
は
や
は
り
地
元
あ
っ
て
の
路
線
で
す
。

今
後
は
、
当
社
の
こ
う
し
た
思
い
が
地
域
に
浸

透
し
、
地
元
の
皆
さ
ま
の
嵐
電
へ
の
愛
着
を
さ

ら
に
強
い
も
の
に
し
て
い
だ
け
る
よ
う
に
、
努

力
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
嵐
山
地
区
の
環
境
に
対
す
る
取
り
組
み
と

し
て
、
電
車
を
活
用
し
た
宅
配
便
の
輸
送
も

行
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

西
田　

え
え
。
ヤ
マ
ト
運
輸
と
連
携
し
た
取
り

組
み
で
、
路
面
電
車
と
リ
ヤ
カ
ー
付
き
電
動
自

転
車
を
使
っ
て
配
達
と
集
荷
を
行
う
こ
と
で
、

集
配
の
車
両
台
数
を
減
ら
し
、
嵐
山
地
区
周
辺

の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
貢
献
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
大
企
業
の
ヤ
マ
ト
運
輸
と
タ
ッ
グ
を
組
ん

で
環
境
活
動
を
推
進
で
き
る
の
は
非
常
に
光
栄

な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り

組
み
は
数
々
の
賞
を
い
た
だ
き
、
昨
年
12
月
に

は
国
土
交
通
省
「
交
通
関
係
環
境
保
全
優
良
事

業
者
等
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

―
―
次
の
節
目
に
向
け
て
の
戦
略
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

西
田　

平
成
11
年
に
、
嵐
電
の
地
元
応
援
団
が

組
織
さ
れ
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
行
政
や
沿
線

寺
社
仏
閣
、
商
店
街
な
ど
の
ト
ッ
プ
の
方
々

で
、
現
在
は
「
嵐
電
サ
ミ
ッ
ト
」
と
い
う
名
称

で
、
当
社
と
嵐
電
沿
線
の
活
性
化
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

開
業
１
０
０
周
年
記
念
式
典
の
席
上
で
、

「
こ
れ
か
ら
の
嵐
電
が
目
指
す
も
の
」
と
し
て
、

次
の
１
０
０
年
に
向
け
た
構

想
を
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ
に

「
地
域
を
愛
し
、
と
も
に
育

ち
、
守
る
こ
と
を
肝
に
銘
ず

る
」
が
あ
り
ま
す
。

地
元
と
一
体
と
な
っ
て
嵐

電
沿
線
の
活
性
化
に
取
り
組

み
、
現
在
は
よ
う
や
く
芽
が

出
て
き
た
か
な
と
い
う
段
階

で
す
が
、
今
後
は
そ
れ
を
成

長
さ
せ
て
、
地
域
の
発
展
と

活
性
化
、
そ
し
て
嵐
電
の
成

長
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
嵐
電
を
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
進
化
さ

せ
て
い
く
新
た
な
営
業
戦
略
と
し
て
、
当
社
で

は
「
沿
線
深
耕
」
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
沿
線

の
皆
さ
ま
や
関
係
先
と
緊
密
に
連
携
し
、
沿
線

を
魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た
地
域
に
し
て
い
く

こ
と
が
、
嵐
電
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
向
上
や
増
収

に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
す
た
め
、
昨
年
７
月
、
社
内
に
「
沿

線
深
耕
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

沿
線
に
は
「
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
嵐
電
を
利

用
し
て
い
る
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
お
客
さ
ま

が
本
当
に
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
、
嵐
電
を
見
て
育
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
嵐
電
の
歴
史
を
途
絶
え
さ
せ
な
い
こ
と

が
、
地
元
に
対
す
る
一
番
の
貢
献
で
あ
り
、
責

任
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

京
都
は
路
面
電
車
が
似
合
う
街
で
す
。
京
都

に
残
る
唯
一
の
路
面
電
車
で
あ
る
嵐
電
を
日
本

全
国
へ
、
世
界
へ
、
発
信
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
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特集：大都市近郊における中小鉄道の活性化施策
［京福電気鉄道にみる観光需要と地元利用拡大の取り組み］

写真上は嵐電の起点駅・四条大宮駅の改札風景。終点の嵐山
駅まで 22 分で結ぶ。写真下は北野線の起点、北野白梅町駅
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誰
も
が
自
由
に

滞
在
・
回
遊
で
き
る
「
駅
」

平
成
25
年
７
月
13
日
、
２
段

階
に
分
け
て
第
２
期
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
実
施
し
た
嵐
山
駅
が
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
た
。

嵐
山
駅
は
、
平
成
14
年
に
第

１
期
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
し
、

駅
ビ
ル
商
業
施
設
の
「
嵐
山
駅
は
ん
な
り
・

ほ
っ
こ
り
ス
ク
エ
ア
」
を
開
業
し
て
い
る
。
第

１
期
か
ら
11
年
を
経
過
し
て
実
施
し
た
今
回
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
駅
構
内
と
周
辺
エ
リ
ア
の

一
体
化
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
街
と
駅
を
仕
切
っ

て
い
た
改
札
口
を
撤
去
し
、
嵐
電
の
乗
客
で
は

な
く
て
も
、
誰
で
も
自
由
に
駅
構
内
を
往
来
、

滞
在
で
き
る
回
遊
性
を
重
視
し
た
つ
く
り
と

な
っ
て
い
る
。
改
札
の
設
置
で
中
と
外
と
を

し
っ
か
り
区
切
る
通
常
の
駅
と
は
、
真
逆
の
発

想
だ
。

「
電
車
の
乗
降
客
も
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
む

人
も
周
辺
に
お
住
ま
い
の
方
た
ち
も
、
ど
な
た

で
も
自
由
に
行
き
来
で
き
る
小
さ
な
ま
ち
の
よ

う
な
駅
を
つ
く
り
た
か
っ
た
。
そ
の
物
語
性
で

駅
自
体
が
思
い
出
と
し
て
心
に
残
る
、
そ
ん
な

『
電
停
の
あ
る
小
さ
な
ま
ち
』
を
目
指
し
た
」
と

事
業
推
進
部
の
鈴
木
浩
幸
部
長
は
説
明
す
る
。

駅
構
内
に
は
、
店
舗
の
ほ
か
小
径
や
池
も
設

置
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
「
キ
モ
ノ
フ
ォ
レ
ス

ト
」
と
呼
ば
れ
る
京
友
禅
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
透
過
さ

せ
た
６
０
０
本
の
ポ
ー
ル
の
「
光
の
森
」
は
圧

巻
だ
。
昼
間
は
伝
統
の
色
柄
が
構
内
を
鮮
や
か

に
彩
り
、
夜
に
な
る
と
華
や
か
で
幻
想
的
な
光

が
駅
全
体
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。

「
日
没
以
降
の
誘
客
は
、
嵐
山
駅
の
第
１
期

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
の
命
題
だ
っ
た
。
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
森
田
恭
通
氏
が
第
１
期
に
続
い
て
第
２

期
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
て
く

れ
た
こ
と
で
、
わ
れ
わ
れ
が
長
い
間
思
い
描
い

て
き
た
『
嵐
山
駅
』
が
よ
う
や
く
完
成
し
た
。

嵐
山
観
光
活
性
化
に
お
け
る
嵐
電
の
役
割
は
、

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
大
き
く
、
責
任
あ
る
も
の

に
な
っ
て
い
く
」
と
鈴
木
（
浩
）
部
長
は
語
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
嵐
山
駅
が
誕
生
す
る
ま
で

の
嵐
電
の
取
り
組
み
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

沿
線
住
民
に
よ
る
嵐
電
応
援
団
の
誕
生

	

持
続
可
能
な
鉄
道
を
目
指
す
嵐
電
の
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
は
、
平
成
12
年
の
開
業
90
周
年

が
視
野
に
入
っ
た
頃
に
始
ま
っ
た
。
従
来
の
よ

う
な
花
電
車
の
運
行
、
記
念
乗
車
券
の
発
売
と

い
っ
た
内
容
で
は
な
く
、
90
周
年
に
は
、
何
か

地
元
に
還
元
で
き
る
事
業
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
頃
、
嵐
電
の
経
営
は
、

厳
し
い
環
境
の
下
に
置
か
れ
て
い
た
。

「
平
成
９
年
に
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
に
大
規
模
な
商

業
施
設
が
登
場
し
、
京
都
市
営
地
下
鉄
東
西
線

の
延
伸
や
Ｊ
Ｒ
嵯
峨
野
線
の
整
備
な
ど
で
交
通

ア
ク
セ
ス
が
改
善
さ
れ
る
と
、
京
都
市
内
各
所

で
観
光
客
の
滞
在
時
間
が
短
く
な
る
と
い
う
現

京福電気鉄道株式会社 　
事業推進部 部長

鈴木浩幸
Hiroyuki SUZUKI
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次
世
代
に
鉄
路
を
つ
な
ぐ
、

嵐
電
の
課
題
と
取
り
組
み

Ⅰ 

集
客
と
連
携

持
続
可
能
な
鉄
道
と
は
何
か
。

輸
送
人
員
減
少
が
続
く
中
、
全
国
の
中
小
鉄
道
事
業
者
は
、

次
世
代
へ
と
鉄
路
を
つ
な
ぐ
努
力
を
続
け
て
い
る
。

国
際
観
光
都
市
・
京
都
を
走
る
嵐
電
は
、

利
用
促
進
と
ア
ク
セ
ス
向
上
、
環
境
貢
献
を
目
指
し
て
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
中
小
鉄
道
事
業
者
が
共
通
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
だ
。

嵐
電
が
系
統
立
て
て
展
開
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

安
定
し
た
輸
送
人
員
の
確
保
は
、
観
光
需
要
の
さ
ら
な
る
取
り
込
み
と
地
域
の
足
と

し
て
の
嵐
電
利
用
拡
大
、
こ
の
二
つ
を
同
時
に
満
た
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
嵐
電

で
は
地
元
と
一
体
と
な
っ
て
沿
線
活
性
化
に
取
り
組
み
、
観
光
と
地
元
利
用
、
双
方

の
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。

文
◉
茶
木
　
環
／
撮
影
◉
織
本
知
之

写
真
提
供
◉
京
福
電
気
鉄
道
株
式
会
社

特
集
：
大
都
市
近
郊
に
お
け
る

中
小
鉄
道
の
活
性
化
施
策

［
京
福
電
気
鉄
道
に
み
る
観
光
需
要
と
地
元
利
用
拡
大
の
取
り
組
み
］
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特集：大都市近郊における中小鉄道の活性化施策
［京福電気鉄道にみる観光需要と地元利用拡大の取り組み］

象
が
起
こ
っ
た
。
観
光
名
所
を
効
率
よ
く
回

り
、
買
い
物
は
全
部
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
で
済
ま
せ

る
。
嵐
山
の
観
光
も
数
時
間
程
度
に
な
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
嵐
電
の
日
常
利
用
客
も
Ｊ
Ｒ

と
地
下
鉄
の
乗
り
継
ぎ
ル
ー
ト
へ
の
分
散
が
急

増
し
て
大
き
く
減
少
し
、
苦
戦
が
強
い
ら
れ
て

い
た
」
と
鈴
木
（
浩
）
部
長
は
振
り
返
る
。

そ
こ
で
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、
嵐
電
沿
線
の

商
店
街
や
地
元
の
人
々
だ
。「
子
ど
も
の
頃
か
ら

乗
り
続
け
て
い
る
嵐
電
が
、
自
分
た
ち
が
何
と

か
し
な
い
と
廃
線
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い
」
と
危
機
感
を
募
ら
せ
、「
嵐
電
90
周
年

イ
ベ
ン
ト
を
考
え
る
会
」
を
自
発
的
に
結
成
し

た
。
こ
の
い
わ
ば
勝
手
連
的
な
応
援
団
に
よ
る

後
押
し
を
受
け
な
が
ら
、
嵐
電
は
開
業
90
周
年

を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

応
援
団
に
鼓
舞
さ
れ
た
社
員
が
「
自
分
た
ち

も
何
か
を
し
な
く
て
は
」
と
掘
り
起
こ
し
た
沿

線
の
観
光
資
源
が
、
北
野
線
・
鳴
滝

－

高
雄
口

（
現
・
宇
多
野
）
駅
間
の
桜
並
木
を
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
す
る
「
桜
の
ト
ン
ネ
ル
」
だ
。
試
験
点
灯
は

90
周
年
の
ち
ょ
う
ど
1
年
前
。
最
初
は
手
探
り

状
態
で
、
夜
桜
を
美
し
く
照
ら
し
て
い
た
の
は
、

実
は
夜
間
工
事
用
の
投
光
器
だ
っ
た
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
。

「
地
域
と
の
連
携
や
夜
の
観
光
活
性
化
と
い

う
嵐
電
の
命
題
が
は
っ
き
り
と
し
て
き
た
の
は
、

こ
の
頃
か
ら
」
と
鈴
木
（
浩
）
部
長
は
言
う
。

一
方
、
90
周
年
を
無
事
終
え
た
こ
の
年
と
翌
13

年
、
京
福
電
鉄
の
も
う
一
つ
の
拠
点
、
福
井
で
は

越
前
本
線
で
事
故
が
起
こ
り
、
運
行
停
止
命
令

を
受
け
た
福
井
本
社
は
鉄
道
事
業
の
廃
止
を
決

定
し
た
。
京
都
で
も
、
グ
ル
ー
プ
内
の
不
採
算
事

業
の
整
理
が
進
め
ら
れ
、
嵐
電
と
嵐
山
観
光
の

活
性
化
に
注
力
す
る
動
き
が
加
速
し
て
い
っ
た
。

夜
の
嵐
山
観
光
を
定
着
さ
せ
た
嵐
山
駅

　「
嵐
山
は
世
界
的
な
観
光
地
だ
が
、
夏
と
冬
、

夜
に
弱
い
。
夏
の
暑
さ
と
冬
の
寒
さ
は
人
間
の

力
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
が
、
夜
は
知
恵
と

仕
掛
け
で
何
と
か
な
る
の
で
は
な
い
か
。
嵐
山

駅
を
夜
の
観
光
の
起
爆
剤
に
で
き
な
い
か
、
と

い
う
の
が
嵐
山
駅
第
1
期
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・

コ
ン
セ
プ
ト
だ
っ
た
」
と
鈴
木
（
浩
）
部
長
は

語
る
。

嵐
電
は
、
照
明
デ
ザ
イ
ン
に
独
特
の
世
界
観

を
持
つ
森
田
恭
通
氏
に
デ
ザ
イ
ン
を
依
頼
。
そ

し
て
平
成
14
年
10
月
、
駅
前
広
場
と
駅
ビ
ル
を

整
備
・
改
装
し
た
商
業
施
設
「
嵐
山
駅
は
ん
な

り
・
ほ
っ
こ
り
ス
ク
エ
ア
」
が
開
業
し
た
。
夜

間
は
建
物
全
体
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
、
嵐
山

の
新
た
な
魅
力
と
し
て
「
夜
の
シ
ー
ン
」
を
演

出
す
る
。
出
店
す
る
テ
ナ
ン
ト
に
は
、
年
中
無

休
で
夜
８
時
ま
で
の
営
業
を
要
請
し
た
。

嵐
山
駅
周
辺
の
夜
の
観
光
資
源
の
創
出
に
も

力
を
注
い
だ
。
平
成
16
年
に
は
嵐
電
と
地
元
住

民
の
働
き
掛
け
で
、
天
龍
寺
の
塔
頭
寺
院
で
あ

る
宝
厳
院
で
紅
葉
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
開
始
さ

れ
、
翌
17
年
か
ら
は
す
で
に
東
山
地
域
で
開
催

さ
れ
て
い
た
「
京
都
花
灯
路
」
が
嵯
峨
嵐
山
地

域
に
お
い
て
も
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

京
都
の
冬
の
大
イ
ベ
ン
ト
だ
が
、
嵐
電
は
「
京

都
嵐
山
花
灯
路
」
の
協
賛
事
業
と
し
て
、
建
物

な
ど
に
光
の
掛
軸
を
投
影
す
る
「
Ｄ

－

Ｋ 

Ｌ
Ｉ

Ｖ
Ｅ
」
を
、
初
年
度
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

嵐
山
地
域
で
温
泉
掘
削
が
成
功
す
る
と
い
う

幸
運
に
も
恵
ま
れ
た
。
日
帰
り
で
訪
れ
た
観
光

客
へ
の
嵐
山
温
泉
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
、
平
成
16
年

に
「
駅
の
足
湯
」
を
開
業
。
駅
ホ
ー
ム
に
設
置

さ
れ
た
全
国
的
に
も
珍
し
い
足
湯
と
し
て
、
嵐
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山
の
新
名
所
に
育
っ
て
い
っ
た
。

一
方
同
時
期
に
、
嵐
電
を
支
え
て
く
れ
る
沿

線
地
域
に
還
元
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
開
始

し
た
嵐
山
線
各
駅
の
美
化
活
動
は
、
よ
り
利
用

者
目
線
で
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く
「
嵐

電
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
進
展
。

平
成
18
年
に
は
嵐
山
線
の
呼
称
を
「
嵐
電
」
に

統
一
し
、
翌
年
に
は
沿
線
７
駅
を
、
観
光
客
が

最
寄
り
駅
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
、
寺

社
名
を
組
み
込
ん
だ
名
称
に
変
更
し
た
。

「
平
成
14
年
に
は
森
田
恭
通
氏
に
素
晴
ら
し

い
デ
ザ
イ
ン
を
い
た
だ
い
た
。
た
だ
、
改
札
か

ら
内
側
が
気
に
な
り
つ
つ
も
手
掛
け
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
嵐
電
の
業
績
も
悪
か
っ
た
の

で
、
会
社
と
し
て
は
こ
こ
ま
で
が
限
界
だ
っ
た
。

し
か
し
、
嵐
電
が
生
き
残
り
、
嵐
電
と
地
元
の

努
力
が
嵐
山
観
光
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
、

い
つ
か
駅
の
中
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
き
る
と
希

望
を
持
っ
て
い
た
」
と
鈴
木
（
浩
）
部
長
は
語

る
。そ

の
言
葉
通
り
、
嵐
山
駅
周
辺
の
集
客
計
画

は
順
調
に
推
移
。
平
成
22
年
に
開
業
１
０
０
周

年
を
迎
え
た
後
、
嵐
山
駅
第
２
期
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
事
業
が
決
定
し
た
。
第
1
期
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

で
は
未
着
手
だ
っ
た
ホ
ー
ム
な
ど
駅
施
設
の
改

装
と
と
も
に
、
店
舗
施
設
や
駅
の
名
所
を
新
設

す
る
計
画
だ
。

「
第
２
期
は
、
地
域
と
の
連
携
か
ら
一
歩
進
ん

で
、『
地
域
と
一
体
化
し
た
駅
』
と
し
て
形
に
し

た
い
と
考
え
た
」
と
鈴
木
（
浩
）
部
長
が
言
う

よ
う
に
、
11
年
越
し
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
完
成

し
た
嵐
山
駅
は
、
嵐
電
の
企
業
姿
勢
を
表
し
て

い
る
。
改
札
口
が
な
い
駅
は
、
嵐
山
の
街
並
み

に
溶
け
込
み
な
が
ら
、
嵯
峨
嵐
山
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

嵐
山
地
区
活
性
化
は
嵐
電
を
基
盤
に

平
成
11
年
に
結
成
し
た
嵐
電
の
応
援
団
「
嵐

電
90
周
年
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
る
会
」
は
現
在
、

「
嵐
電
サ
ミ
ッ
ト
」
と
名
称
を
変
え
、
さ
ら
に

強
力
に
嵐
電
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

「
行
政
、
地
元
商
店
街
、
映
画
村
な
ど
の
観

光
事
業
者
、
寺
社
仏
閣
な
ど
が
参
加
し
て
、
わ

れ
わ
れ
交
通
事
業
者
と
は
異
な
る
視
点
で
、
率

直
に
、
耳
に
痛
い
こ
と
を
含
め
、
活
発
に
意
見

を
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
る
非
常
に
あ
り
が
た

い
存
在
」
と
鈴
木
（
浩
）
部
長
は
話
す
。

地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
個
々
で
は
な

く
、「
面
」
で
人
を
呼
ぶ
こ
と
が
重
要
だ
。
個
々

の
「
点
」
を
つ
な
ぎ
、「
面
」
を
つ
く
る
役
割
を

担
う
嵐
電
を
活
性
化
の
基
盤
に
、
エ
リ
ア
全
体

で
向
上
を
目
指
す
。
先
ん
じ
て
の
誘
客
に
成
功

し
た
東
山
地
区
の
よ
う
に
嵐
山
地
区
を
盛
り
上

げ
て
い
こ
う
と
い
う
メ
ン
バ
ー
の
士
気
は
高
い
。

「
開
業
90
周
年
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
い

る
と
き
、
応
援
団
の
皆
さ
ん
か
ら
『
10
年
後
の

１
０
０
周
年
は
嵐
電
が
も
っ
と
良
く
な
っ
て
い

る
と
い
い
ね
』
と
お
声
掛
け
い
た
だ
い
た
。
沿

線
の
方
々
の
応
援
や
関
係
者
の
後
押
し
、
そ
れ

に
嵐
山
温
泉
掘
削
の
成
功
や
、
か
つ
て
は
わ
れ

わ
れ
に
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
し
た
地
下
鉄
の
延
伸

結
節
に
よ
り
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
拡
充
さ
れ

た
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
外
的
要
因
も
タ
イ

ミ
ン
グ
よ
く
作
用
し
た
。
沿
線
地
域
や
京
都
全

体
の
さ
ら
な
る
活
性
化
の
た
め
、
嵐
電
も
嵐
山

駅
も
日
々
進
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
鈴

木
（
浩
）
部
長
は
語
る
。

沿
線
住
民
と
の
一
体
化
と
は
言
っ
て
も
、

個
々
の
価
値
観
の
相
違
や
利
害
な
ど
も
あ
り
、

本
来
は
非
常
に
難
し
い
。
し
か
し
、
嵐
電
の

1北野線・鳴滝－宇多野駅間の「桜のトンネ
ル」2柔らかで美しい光に浮かび上がる嵐山
駅3書家・吉川壽一氏による揮毫4駅そのも
のが夜の観光資源となっている5駅構内に設
置されている天龍寺にちなむ「龍の愛宕池」

1

3 4

5

2



京都が持つ繊細さと大胆さを表現

　嵐山駅リニューアルの話を、京福電鉄から最初にいただいた
時に目指したのは「街のランドマークになるもの」をつくること
でした。街のランドマークが誇れるものであれば、地元の人た
ちの精神的なボルテージも上がります。
　僕のデザインの基準は、例えばホテルだったら、自分がどん
なサービスを受けたいか。自分もエンドユーザーの一人である
という意識から、デザインを広げて考えていきます。形をつく
るだけではなく、「誰がどれだけハッピーになるか」を掘り下げ
ていくことがデザインであり、デメリットをメリットに変えて
いく、嵐山駅もそこからスタートしました。京福電鉄の方とも、
中途半端なものではなく、トピックスになるような、それでい
てタイムレスなものをつくろうと話し合いましたね。
　第 1 期と第 2 期のリニューアルで、嵐山駅が完成しました。
嵐山駅は、僕自身、蛍光灯の空間が苦手だったことに加えて、
京都に京都らしい駅をデザインしたいと前から思っていたので、
自分の得意な「光」をテーマに、他地域や外国から訪れた観光
客に「京都」や「和」を感じてもらえる繊細さと大胆さを併せ
持ったデザインで “ ザ・キョウト ” を表現しました。
　一例を挙げると、嵐山と言えば、やはり竹林が有名です。通
常では駅には使わないであろう青竹を使って、内外装に繊細な
格子をデザインしました。通年で青竹の色を保つために、本物
の青竹の表面を一度削ってからグリーンの色を刷り込み、さら
にクリアを塗色する手間をかけています。また、多くのベンチ
を配置して、ただ通過するのではない、滞在を楽しむことがで
きる駅を目指しました。
　そして、光。僕はいつも空間をデザインする時、照明から考
えていきます。光と影。美しい影をつくると、必ず美しい光が
できる。本来、駅はドラマチックな場所で、そこを訪れる人、
そこから出発する人、待ち合わせをしたり、時には別れの場所
だったり、さまざまな物語が紡ぎ出される特別な空間です。機

能的な照明と演出的な照明をうまく融合させて、京都らしい特
別な空間をつくる。嵐山駅は、その照明によっても京都らしさ、
和のわびさびが出せたと思っています。

京福との信頼関係が実を結んだ

　第２期リニューアルでは、京福電鉄の「嵐山駅の改札を撤去
したい」という方針から、小径や公園をつくり、街の一角に
ホームがある、そんな滞在したくなる空間づくりを目指してデ
ザインしました。そして夜の誘客をコンセプトに、京都らしい
面白いものをつくろうと考えたのが「キモノフォレスト」で、京
友禅の布地をアクリルで包んでポール状にし、中に LED ライト
を入れています。伏見稲荷の鳥居もそうですが、京都独特の連
続性の美しさを表現しました。昼も着物の美しいファブリック
を楽しめますが、昼と夜ではガラリと印象が変わって、夜、嵐
山駅に入舎する電車に乗っていると、徐々に光の森に近づいて
いき、まるでテーマパークのアトラクションのような楽しさがあ
ります。
　嵐山駅のデザインは、中国とイタリアのデザイン賞を、その
ほかニューヨークでも賞を受賞しました。華やかで繊細で、か
つ大胆な日本の美が評価されたと思っています。
　11 年がかりの２度にわたるプロジェクトでしたが、京福電鉄
の方々に信頼していただいたおかげで、駅という通常の枠にと
らわれずに、思い切ったデザインを実現することができました。
特に安全面に関してさまざまな制約がある中、何度も前向きに
検討していただき、感謝しています。また、京福電鉄の方々が
嵐電とその沿線をとても愛していらっしゃること、完成後にそ
の駅がどう育っていくかを真剣に考えていらっしゃることが伝
わってきて、僕の大きな励みになりました。時代を超えて長く
愛される駅、そして世界でほかに類を見ない駅を誕生させるこ
とができたと自負しています。嵐電に乗って、多くの方々にこ
の駅に来ていただきたいと思っています。
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INTERVIEW COLUMN
GLAMOROUS co.,ltd.
代表／デザイナー

森田恭通
Yasumichi MORITA

京
都
ら
し
さ
を

印
象
づ
け
る

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
駅
へ

平
成
14
年
に
行
っ
た
第
１
期
の
駅
ビ
ル
改
修
か
ら
11
年
が
経
過

し
て
、
再
び
嵐
山
駅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
た

G
LA

M
O

R
O

U
S

 co.,ltd.

の
森
田
恭
通
氏
。

毎
日
利
用
す
る
地
元
の
人
々
に
と
っ
て
も
、
観
光
に
訪
れ
る
人

に
と
っ
て
も
、
幸
せ
を
運
び
続
け
る
﹁
駅
﹂
で
あ
る
よ
う
に

―
―
嵐
山
駅
の
デ
ザ
イ
ン
に
込
め
た
思
い
を
伺
っ
た
。
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ケ
ー
ス
で
は
、
沿
線
の
人
々
の

嵐
電
へ
の
愛
着
や
信
頼
感
が
大

き
く
、
エ
リ
ア
全
体
で
活
性
化

に
向
か
う
ベ
ク
ト
ル
が
揃
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、地
域
と
深
く
関

わ
り
、
溶
け
込
も
う
と
す
る
社

員
一
人
ひ
と
り
の
日
々
の
努
力

も
大
き
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

嵐
山
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
も
、

全
ス
タ
ッ
フ
の
接
遇
改
善
へ
の
取
り
組
み
や
、

嵐
山
駅
を
10
分
間
隔
の
毎
時
０
分
発
ダ
イ
ヤ
に

改
正
す
る
な
ど
、
嵐
電
で
は
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
る
。

嵐
電
の
夏
の
風
物
詩
・
妖
怪
電
車

地
域
と
一
体
と
な
っ
て
歩
む
嵐
電
の
企
業
姿
勢

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
の
下
に
運
行
す
る
イ
ベ

ン
ト
電
車
に
も
表
れ
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な

存
在
が
「
妖
怪
電
車
」
だ
。
平
成
19
年
８
月
に

開
始
し
た
こ
の
企
画
は
大
人
気
で
、
も
は
や
嵐

電
の
夏
の
風
物
詩
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

「
こ
の
年
に
東
映
太
秦
映
画
村
で
『
世
界
妖

怪
会
議
』
と
い
う
妖
怪
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

る
予
定
が
あ
り
、
沿
線
の
大た

い
し
ょ
う
ぐ
ん

将
軍
商
店
街
で
は

妖
怪
を
テ
ー
マ
に
ま
ち
お
こ
し
を
進
め
て
い
た
。

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
も
一
緒
に
何
か
で
き
な
い
か

と
考
え
、
協
力
を
申
し
出
て
、
生
ま
れ
た
の
が

妖
怪
電
車
だ
っ
た
。
嵐
電
は
、
桜
と
紅
葉
の
観

光
シ
ー
ズ
ン
の
合
間
の
夏
期
は
閑
散
期
と
な
り
、

乗
客
が
減
少
す
る
。
夏
の
目
玉
と
な
る
企
画
を

つ
く
り
た
か
っ
た
」
と
事
業
推
進
部
営
業
・
沿

線
担
当
の
鈴
木
理
夫
部
長
は
振
り
返
る
。

妖
怪
電
車
は
「
動
く
お
化
け
屋
敷
」
だ
。
車

内
は
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
の
青
白
い
光
が
灯
り
、

妖
怪
の
写
真
な
ど
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
お
ど

ろ
お
ど
ろ
し
い
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
流
れ
る
中
、
妖
怪
と

な
っ
て
車
内
に
乗
り
込
ん
で
く
る
の
は
、
京
都

嵯
峨
芸
術
大
学
の
妖
怪
芸
術
団
体
「
百
妖
箱
」

の
メ
ン
バ
ー
た
ち
。
若
き
芸
術
家
た
ち
の
力
作

で
あ
る
リ
ア
ル
な
妖
怪
の
姿
を
目
の
当
た
り
に

し
て
、
泣
き
叫
ぶ
子
ど
も
も
い
る
ほ
ど
だ
。
ち

な
み
に
、
各
車
両
後
部
に
は
係
員
が
乗
務
し
、

暗
い
車
内
で
の
乗
客
の
安
全
を
確
保
し
て
い
る
。

鉄
道
会
社
と
し
て
は
異
色
の
企
画
だ
が
、

数
々
の
地
元
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
る
と
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
映
像
を
見
た
大
勢
の
人
た
ち

が
押
し
寄
せ
た
。
今
で
は
、
専
用
乗
車
券
購
入

に
長
蛇
の
列
が
で
き
る
大
人
気
イ
ベ
ン
ト
電
車

に
成
長
し
て
い
る
。

運
行
は
四
条
大
宮

－

嵐
山
駅
間
で
、
定
員
は

１
便
に
つ
き
１
８
０
人
。
１
日
４
便
の
運
行

だ
っ
た
が
、
昨
夏
か
ら
は
１
日
５
便
に
増
便
。

一
般
の
乗
客
も
妖
怪
の
仮
装
を
す
れ
ば
運
賃
50

円
で
乗
車
で
き
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
サ
ー
ビ

ス
が
、
沿
線
住
民
の
参
加
意
識
を
盛
り
上
げ
て

い
る
と
い
う
。
こ
こ
数
年
は
妖
怪
に
扮
し
た
写

真
を
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
も
ら
う
人
気
投
票
「
妖

怪
総
選
挙
」
も
定
着
。
妖
怪
電
車
の
楽
し
み
方

が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
る
。

「
京
都
嵯
峨
芸
術
大
学
の
河
野
隼
也
さ
ん
ら

1京都で今や ｢妖怪電車｣ を知らない人はいない2子どもたちに大人気の
｢パトトレイン」3「絵本読み聞かせ電車」の車内風景4嵐電が主催する
｢D-K LIVE｣ は光のアートイベントとして人気を集める5駅ホームに設置さ
れた嵐山温泉が楽しめる「駅の足湯」6嵐山花灯路でライトアップされた

「竹林の小径」7嵐山花灯路では桂川に架かる渡月橋もライトアップされる

1

4

6

7

5

2

3

京福電気鉄道株式会社
事業推進部（営業・沿線担当）部長

鈴木理夫
Michio SUZUKI



　僕は子どもの頃から妖怪が大好きでした。大学でアー
トやデザインを学びながら妖怪を研究し、大学卒業後は
大学院に進学して、京都には妖怪にまつわる逸話が多い
ことから、妖怪をテーマにした観光を確立する研究を始
めました。ちょうどその頃、商店街の妖怪によるまちお
こしに参加していたご縁で、嵐電の妖怪電車をお手伝い
することになったのです。
　立ち上げ当初は、妖怪の絵を車内に飾ると伺って、
せっかくならもっとパンチのある演出がいいと思い、僕
や大学の学生たちが妖怪に扮して乗車するアイデアを提
案しました。僕らスタッフだけではなく、一般の乗客も
妖怪に仮装してきたら、運賃 50 円。意外にも京福電鉄
の方が面白がってくださって、この案も取り入れてもら
えました。ノリのいい社員の方が休憩時間を利用して仮
装してくれることもあります。一緒に楽しんでくださる
のがありがたいですね。
　妖怪電車の反響は予想外に大きく、こんなに沿線の人
たちに受け入れてもらえるなんて本当に驚きでした。初
年度は妖怪の乗車は不定期で、すると「妖怪が乗ってい
なかった」と落胆される乗客が大勢いらっしゃった。2
年目からは僕らも期間中、交代で毎日乗車するようにし
ています。活動も広がって、京都近隣や九州、関東など
のイベントでもお声が掛かるようになり、現在は妖怪研
究団体「百妖箱」として自主イベントも開催しています。
　現在、在籍しているのは約 30 人で、大学卒業後も参
加している人もいて、保管している衣装やお面はおよそ
１００体分に上ります。張り子の素材を使って僕らがつ
くるのは、ろくろっ首や鉈を持った鬼婆などリアルな妖
怪です。やはりその方がインパクトがありますし、僕ら
はリアルにこだわりたい。ほかではもっと子ども受けす
るかわいい仮装にしてほしいとリクエストされることも
ありますが、嵐電ではすべて認めてくれます。
　妖怪電車の期間中は、嵐電が嵐山駅にブースを設けて
くださるので、そこで角が付いたカチューシャなど手づ
くりの仮装アイテムやグッズを販売しています。僕らに
とっても、嵐電の妖怪電車は妖怪研究の貴重な発表の場
となっており、ずっと続けられればと思っています。

嵐電は妖怪研究発表の
貴重な舞台

妖怪芸術団体 百妖箱 代表／
京都嵯峨芸術大学
芸術学部デザイン学科 講師

河野隼也
Junya KOUNO
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『
妖
怪
ス
タ
ッ
フ
』、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
な
ど
を
ご
提
供
い

た
だ
い
た
東
映
太
秦
映
画
村
、
そ
れ
に
大
将
軍

商
店
街
な
ど
の
皆
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
い

て
『
乗
っ
て
参
加
す
る
』、
沿
線
住
民
の
皆
さ
ん

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
電
車
を
つ

く
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
工

夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
続
け
て
い
く
」
と
鈴
木

（
理
）
部
長
は
語
っ
て
い
る
。

何
が
で
き
る
か
を
常
に
考
え
る
姿
勢

妖
怪
電
車
の
ほ
か
に
も
、
イ
ベ
ン
ト
電
車
は

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

右
京
区
制
80
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

地
域
か
ら
運
行
の
要
望
を
受
け
、
登
場
し
た
の

が
パ
ト
カ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
車
両

の
「
パ
ト
ト
レ
イ
ン
」
だ
。
そ
の
路
線
の
ほ
と

ん
ど
が
右
京
区
に
あ
る
嵐
電
を
使
っ
て
、
交
通

安
全
と
防
犯
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
子

ど
も
た
ち
に
も
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
右
京
区
ほ
か
地
元
警
察
署

や
交
通
安
全
協
会
等
の
協
力
の
下
、
地
元
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
が
事
務
局
と
な
っ
て
平
成
23
年
に
運
行
を

開
始
し
た
。
当
初
の
予
定
で
は
１
年
間
の
運
行

だ
っ
た
が
、
継
続
を
望
む
声
や
署
名
が
届
き
、

現
在
も
運
行
を
続
け
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
立
命
館
大
学
人
間
科
学
研

究
所
の
絵
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
共
催
で
、
車
内

で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
う
「
絵
本
読
み
聞

か
せ
電
車
」
を
運
行
。
地
域
の
子
育
て
を
支
援

す
る
試
み
も
開
始
し
て
い
る
。

観
光
向
け
で
は
、
前
述
の
通
り
、
北
野
線
・

鳴
滝

－

宇
多
野
駅
間
の
桜
の
ト
ン
ネ
ル
を
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
し
て
「
夜
桜
電
車
」
を
運
行
し
て
い

る
。
こ
の
桜
は
大
正
15
年
に
、
北
野
線
全
線
開

通
を
記
念
し
て
八
瀬
か
ら
移
植
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
現
在
は
線
路
の
両
脇
の
約
80
本

が
花
を
咲
か
せ
、
こ
の
区
間
で
は
車
内
を
消

灯
、
低
速
運
転
で
走
行
す
る
な
ど
し
て
、
乗
客

を
よ
り
楽
し
ま
せ
る
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

「『
鉄
道
会
社
は
堅
い
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

持
た
れ
が
ち
だ
が
、
安
全
を
担
保
し
た
上
で
何

が
で
き
る
か
を
常
に
考
え
て
い
る
。
お
客
さ
ま

に
も
『
嵐
電
だ
っ
た
ら
、
何
か
や
っ
て
く
れ
そ

う
』
と
期
待
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
鈴
木

（
理
）
部
長
は
意
欲
を
見
せ
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
嵐
電
の
努
力
が
伝
わ
り
、

桜
の
季
節
の
ト
ン
ネ
ル
周
辺
の
雑
踏
警
備
は
、

沿
線
住
民
が
担
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
大
手
鉄
道
会
社
と
違
っ
て
、
路
線
が
短
い

分
、
当
社
は
地
域
と
密
着
し
て
い
る
。
イ
ベ
ン

ト
も
自
分
た
ち
で
企
画
し
、
手
づ
く
り
感
を
大

事
に
や
っ
て
き
た
が
、
地
域
の
方
々
に
知
恵
を

い
た
だ
き
、
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
か
ら
こ
そ
、

若き芸術家たちによるリアルな妖怪たち
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形
に
で
き
た
も
の
が
多
い
」
と
鈴
木
（
理
）
部

長
は
言
う
。

持
続
可
能
な
鉄
道
を
目
指
す
嵐
電
の
多
岐
に

わ
た
る
取
り
組
み
は
、
嵐
電
を
愛
す
る
地
域
と

の
一
体
感
を
さ
ら
に
強
め
て
い
る
よ
う
だ
。

江
ノ
電
と
の
姉
妹
提
携

一
方
、
鉄
道
事
業
者
と
の
連
携
も
、
注
目
さ

れ
る
ポ
イ
ン
ト
だ
。
平
成
21
年
10
月
14
日
に
江

ノ
島
電
鉄
と
姉
妹
提
携
を
結
ん
で
い
る
。

嵐
電
は
京
都
、
江
ノ
電
は
鎌
倉
と
、
と
も
に

日
本
の
古
都
を
走
る
路
線
で
あ
り
、
併
用
軌
道

を
有
す
る
な
ど
共
通
点
は
多
い
。
さ
ら
に
、
平

成
22
年
度
は
嵐
電
が
開
業
１
０
０
周
年
、
江
ノ

電
が
全
線
開
通
１
０
０
周
年
と
節
目
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
国
内
の
鉄
道
同
士
で
は
初
の
記
念

す
べ
き
姉
妹
提
携
に
至
っ
た
。

姉
妹
提
携
の
調
印
式
は
、
嵐
山
駅
と
鎌
倉
駅

で
同
時
刻
に
執
り
行
わ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
路

線
で
、
車
両
外
観
を
相
互
の
カ
ラ
ー
に
塗
り
替

え
た
「
嵐
電
号
」「
江
ノ
電
号
」
の
運
行
を
開

始
し
、
両
社
共
通
の
記
念
乗
車
券
を
販
売
。
翌

年
に
は
、
一
般
公
募
し
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
、
嵐
電
の
「
あ
ら
ん
」、
江
ノ
電
の

「
え
の
ん
」
が
決
定
し
た
。

姉
妹
提
携
を
締
結
し
て
か
ら
は
、
双
方
が
主

催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
互
い
の
沿

線
の
観
光
名
所
を
嵐
電
号
、
江
ノ
電
号
の
車
内

で
紹
介
す
る
な
ど
、
相
互
誘
客
や
連
携
し
た
Ｐ

Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
観
光
力
の
強
化
が
狙

い
だ
。
中
で
も
江
ノ
電
が
主
催
す
る
京
都
へ
の

バ
ス
ツ
ア
ー
で
は
、
嵐
電
に
乗
車
す
る
行
程
が

組
み
込
ま
れ
、
利
用
客
増
に
一
役
買
っ
た
。

「
江
ノ
電
が
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て

い
る
の
か
を
学
び
な
が
ら
、
嵐
山
と
江
の
島
・

鎌
倉
、
地
域
同
士
の
交
流
も
深
め
て
い
き
た
い
。

京
福
電
鉄
グ
ル
ー
プ
に
は
京
福
バ
ス
も
あ
る
の

で
、
江
ノ
電
の
バ
ス
ツ
ア
ー
の
よ
う
な
企
画
も

考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
」
と
鈴
木
（
理
）
部

長
は
営
業
戦
略
の
新
た
な
活
路
を
探
る
。

ま
た
、
江
ノ
電
は
台
湾
の
観
光
鉄
道
「
平
渓

線
」
と
協
定
を
結
ぶ
な
ど
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
も

先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
嵐
電

も
外
国
人
観
光
客
誘
致
に
意
欲
的
だ
。

さ
ら
に
、「
江
ノ
電
で
は
毎
年
12
月
に
、
社

員
が
サ
ン
タ
に
扮
し
て
沿
線
の
幼
稚
園
等
を
訪

ね
る
『
江
ノ
電
サ
ン
タ
』
を
行
っ
て
い
る
。『
沿

線
深
耕
』
の
方
針
を
打
ち
出
す
中
、
嵐
電
で
も

次
の
世
代
と
な
る
子
ど
も
た
ち
に
向
け
、
行
動

を
起
こ
し
て
い
き
た
い
」
と
鈴
木
（
理
）
部
長

は
語
る
。

嵐
電
で
は
開
業
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
、

車
両
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
を
新
た
に
「
京
紫
」

と
し
た
が
、
姉
妹
提
携
締
結
５
周
年
を
迎
え
た

昨
年
に
は
、
江
ノ
電
で
運
行
す
る
嵐
電
号
を
京

紫
に
塗
り
替
え
、
嵐
電
を
走
る
江
ノ
電
号
の
座

席
シ
ー
ト
も
カ
ラ
フ
ル
な
「
え
の
ん
＆
あ
ら
ん
」

模
様
の
シ
ー
ト
に
一
新
し
た
。

「
江
ノ
電
で
も
、
京
紫
の
嵐
電
号
や
あ
ら
ん

の
認
知
度
は
上
が
っ
て
き
た
が
、
嵐
電
の
名
前

自
体
は
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
。
江
ノ
電
フ
ァ

ン
や
利
用
者
に
、
嵐
電
の
名
前
を
覚
え
て
も
ら

い
、
嵐
電
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
鈴
木
（
理
）
部
長

は
意
欲
を
見
せ
る
。

国
際
観
光
都
市
・
京
都
を
走
る
嵐
電
の
集
客
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
い
。
観
光
と
地
元
利
用
、
双

方
の
拡
大
を
目
指
し
て
、
嵐
電
は
独
自
性
豊
か
な

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
果
敢
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

12姉妹提携締結で、嵐電では「江ノ電号」が、江ノ電では京紫色の「嵐電
号」が運行している3「桜のトンネル」を走る春のイベント電車「夜桜電車」
4「江ノ電号」の「えのん＆あらん」のカラフルな座席シート

1

2

3

4



互いの課題をともに考える関係に

　嵐電との姉妹提携も今年で 6 年目を迎えました。実は嵐電
と江ノ電のお付き合いは長く、平成 2 年に京都と鎌倉、古都
をテーマにポスターを作製して観光キャンペーンを行ったのを
きっかけに、さまざまな形で営業連携を行ってきました。また、
日本民営鉄道協会の技術委員会土木部会では、西田社長（当
時・京阪電鉄工務部長）が副部会長、私（当時・小田急電鉄
工務部長）が部会長を務めてご一緒させていただいたご縁もあ
り、節目となる両社の周年事業が重なる、まさに機が熟したタ
イミングで姉妹提携を締結することになりました。
　国内の鉄道同士の姉妹提携は初となるものですが、形式的な
ものに終わらせることなく、互いが抱える課題をどう解決する
か、これからもお客さま目線で、ともに考えていきたいと思っ
ています。
　当社は首都圏という大市場を抱え、シーズンを問わずにリ
ピーターが多いのが強みです。しかし、観光資源では世界遺産
を多く抱える京都にかなわない。嵐山は夜の集客力が弱いと聞
きますが、鎌倉や江の島も同じです。嵐山駅では京友禅を活用
した灯りのオブジェ、江の島では展望灯台と一体となったイル
ミネーション等、両社それぞれ魅力アップに取り組んでいます。
　歴史ある嵐電との姉妹提携により、江ノ電にとっては近畿圏
へ、嵐電にとっては首都圏へ、ダイレクトに情報発信すること
ができます。互いのためにできることを、少しずつ積み上げて
いきたいと考えています。

地域ぐるみで国内外と連携

　平成 25 年には、アルピコ交通と『藤沢及び松本の観光交流
に関する協定』を締結しました。松本市と藤沢市は昭和 36 年
に姉妹都市提携を結んでいて、松本市の観光資源は山で、こち
らは海。地元自治体と一緒になって観光資源を活かすことがで
きます。アルピコ交通は動きが早く、締結の３カ月後には江の
島・鎌倉へのバスツアーを企画してくれました。発売からすぐ
に完売したツアーもあったと聞きます。

　また、当社が企画した上高地や白骨温泉へのバスツアーで
は、アルピコ交通上高地線の貸切運転などのご協力をいただき
ました。こうした交流ツアーはお客さまの評判もよく、「今度は
どこに連れて行ってくれるの？」と、お客さまが江ノ電ファン
になってくれるんです。鉄道会社が連携しての企画ツアーは一
味違うようです。
　提携は国外にも広がり、同じく 25 年には台湾鉄路管理局平
渓線と協定を結びました。使用済みの一日乗車券を相手側の一
日乗車券と無償で交換する「乗車券交流キャンペーン」が好評
で、当社ではこれまでに累計で７５００枚を交換しています。
この取り組みは台湾の観光振興に多大な貢献をしたとして、台
湾交通部観光局の「観光貢献賞」、神奈川県の「かながわ観
光大賞」を受賞しました。さらに平成 26 年には、台湾観光協
会、神奈川県観光協会、チャイナエアライン、江ノ島電鉄の 4
者で「観光プロモーション協定」を締結しています。
　台湾の方々は本当に観光振興に熱心で、中でも台湾観光協
会の江明清所長には頭が下がります。日本から台湾への観光
PR・送客だけではなく、心の絆で日本と深く交流しようとされ
ている。先日も江所長から「温故知 “ 心 ”」という言葉を聞き、
感激しました。江所長もそうですが、嵐電もアルピコ交通も社
長以下社員の皆さんが一丸となって頑張っている。物事を企画
し、行動するのはやはり人なんです。そうした「人の力」を大
切にして連携や交流を深めていきたいですね。
　 IC カードの導入などもあり、全国の観光地がつながってい
ます。個々の観光地がつながって線になり、面になっていく。
地方鉄道は、地域と連携しないと生き残っていけない時代で
す。率先して、地域の魅力や資源を
掘り起こし、鉄道もそれを PR して、
魅力ある観光の「場」を創出する。
サービスを磨くことも地域のイメー
ジ向上につながります。そして社全
体でさらに高みを目指していく。地
方鉄道を、内と外から活性化させて
いく方策を常に考えていかなくては
と思っています。

首都圏にありながら昭和のローカル線を思わせるたたずまいと絶好のロ
ケーション。訪れる観光客が絶えない江ノ島電鉄が、各地の地方中小鉄
道と連携して、観光力の強化を図っている。深谷相談役に、交流を軸に
した地方鉄道の活性化についてお話を伺った。

「人の力」で絆を深め、
互いの活性化につなげる

江ノ島電鉄株式会社 相談役

深谷研二
Kenji FUKAYA
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京
都
市
電
と
嵐
電
と
の
結
節

か
つ
て
、
京
都
市
内
に
は
碁

盤
の
目
状
に
京
都
市
電
が
走

り
、
昭
和
30
年
代
に
は
80
㎞
近

い
路
線
網
を
形
成
し
て
い
た
。

京
都
初
の
郊
外
電
車
と
し
て
開

業
し
た
嵐
山
電
車
軌
道
を
前
身

と
す
る
嵐
山
本
線
や
、
後
に
本

線
か
ら
分
岐
し
て
開
業
し
た
北
野
線
も
、
当
時

は
京
都
最
大
の
繁
華
街
だ
っ
た
四
条
大
宮
は
じ

め
複
数
駅
で
京
都
市
電
と
結
節
。
市
中
心
部
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
確
保
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

昭
和
53
年
に
京
都
市
電
が
全
廃
す
る
と
、
嵐
電

は
市
中
心
部
で
の
結
節
点
を
失
い
、
接
続
す
る

他
社
路
線
の
環
境
変
化
に
大
き
な
影
響
を
受
け

る
よ
う
に
な
る
。

平
成
９
年
の
京
都
市
営
地
下
鉄
東
西
線
・
醍

醐
駅

－

二
条
駅
間
の
開
業
で
は
、
嵐
電
と
駅
勢

圏
を
同
じ
く
す
る
Ｊ
Ｒ
嵯
峨
野
線
の
二
条
駅
で

地
下
鉄
に
乗
り
換
え
る
経
路
が
で
き
た
た
め
、

嵐
電
の
多
く
の
定
期
利
用
者
が
流
出
。
ま
た
、

平
成
13
年
に
阪
急
電
鉄
京
都
線
の
大
宮
駅
に
特

急
が
停
車
し
な
く
な
る
と
、
四
条
大
宮
駅
の
利

用
者
が
大
き
く
減
少
し
た
。
嵐
電
か
ら
阪
急
に

乗
り
換
え
る
利
用
者
は
、
大
宮
駅
か
ら
西さ

い
い
ん院
駅

に
転
移
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
京
都
市
は
平
成
21
年
、
国
の

「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」
に
選
定
さ
れ
、
翌
22
年

に
「『
歩
く
ま
ち
・
京
都
』
総
合
交
通
戦
略
」

を
策
定
し
た
。
こ
れ
は
「
人
が
主
役
の
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
の
都
市
・

交
通
政
策
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
、
既
存
公
共
交

通
、
ま
ち
づ
く
り
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
三
つ

を
柱
に
88
の
実
施
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
策
定
さ
れ

て
い
る
。

そ
の
第
一
の
柱
で
あ
る
既
存
公
共
交
通
の
取

り
組
み
で
は
、
鉄
道
や
バ
ス
な
ど
交
通
事
業
者

と
の
連
携
に
よ
り
、
既
存
の
公
共
交
通
の
再
編

と
強
化
を
主
た
る
政
策
に
定
め
て
い
る
。
乗
り

換
え
な
ど
の
利
便
性
を
高
め
て
利
用
し
や
す
い

市
内
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
現

在
の
交
通
手
段
分
担
率
に
お
け
る
非
自
動
車
分

担
率
72
％
を
80
％
超
に
上
げ
て
い
く
こ
と
が
目

標
だ
。

嵐
電
天
神
川
駅
を
新
設
し
て
結
節
点
を
創
出

こ
う
し
た
動
き
の
先
駆
と
な
っ
た
の
が
、
嵐

電
天
神
川
駅
の
開
業
（
平
成
20
年
３
月
）
だ
。

京
都
市
営
地
下
鉄
東
西
線
が
二
条
駅
か
ら
太

秦
天
神
川
駅
ま
で
延
伸
す
る
の
に
伴
い
、
駅
周

辺
は
土
地
区
画
整
理
事
業
と
市
街
地
再
開
発
事

業
が
一
体
的
に
進
め
ら
れ
、
エ
リ
ア
内
に
は
右

京
区
役
所
も
移
転
、
総
合
庁
舎
と
し
て
建
設
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
太
秦
天
神
川
駅
に
は
嵐
電
の
蚕か

い
こ
の
や
し
ろ

ノ
社
駅
が

近
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
２
０
０
ｍ
の
距
離
が

あ
っ
た
。
蚕
ノ
社
駅
を
移
設
す
る
案
も
あ
っ
た

が
、
既
存
駅
の
移
設
は
そ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
て

い
た
お
客
さ
ま
に
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
に

京福電気鉄道株式会社
鉄道部 部長

三宅章夫
Akio MIYAKE

Ⅱ 結節点の強化
京都市では「歩くまち・京都」の実現に向け、既存の公共交通の再
編強化が進められている。嵐電もその一担い手として、市内鉄道
ネットワークの利便性向上を目指し、他社線との結節点強化に取り
組んでいる。
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な
る
。
何
よ
り
、
地
下
鉄
と
の
結
節
点
を
強
化

し
よ
う
と
、
新
駅
の
設
置
が
決
ま
っ
た
」
と
鉄

道
部
の
三
宅
章
夫
部
長
は
語
る
。

新
駅
は
、
ス
ム
ー
ズ
な
乗
り
換
え
を
図
る
た

め
、
地
下
鉄
の
出
入
り
口
が
面
す
る
三
条
通
の

中
央
部
に
つ
く
ら
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
嵐

電
は
路
線
の
一
部
が
併
用
軌
道
で
、
こ
の
区
間

は
そ
れ
に
当
た
る
が
、
そ
の
ま
ま
で
は
両
脇
の

ホ
ー
ム
幅
が
確
保
で
き
な
い
。
整
備
事
業
に
よ

る
道
路
の
拡
幅
と
併
行
し
て
軌
道
を
ず
ら
し
、

ホ
ー
ム
を
設
置
し
た
。
ホ
ー
ム
は
相
対
式
２
面

２
線
で
、
ホ
ー
ム
を
覆
う
上
屋
や
ベ
ン
チ
も
設

置
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
嵐
電
に
と
っ
て
は
昭
和
31
年
開

業
の
鹿ろ

く
お
う
い
ん

王
院
駅
以
来
、
実
に
52
年
ぶ
り
の
新
駅

「
嵐
電
天
神
川
駅
」
が
開
業
し
た
。
新
た
な
結

節
点
の
誕
生
で
人
の
流
れ
は
大
き
く
変
わ
り
、

嵐
電
か
ら
地
下
鉄
に
乗
り
換
え
、
市
中
心
部
に

向
か
う
利
用
客
が
急
増
し
た
。
ま
た
、
地
下
鉄

東
西
線
の
太
秦
天
神
川
駅
延
伸
と
同
時
に
、
京

阪
電
鉄
・
京け

い
し
ん津
線
の
東
西
線
乗
り
入
れ
区
間
が

延
伸
、
嵐
山

－

東
山

－

琵
琶
湖
を
結
ぶ
観
光
に

便
利
な
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
」
が
誕
生
し
た
。

平
成
19
年
の
嵐
電
の
旅
客
輸
送
人
員
は
約

６
７
５
万
人
だ
っ
た
が
、
嵐
電
天
神
川
駅
が
開
業

し
た
20
年
度
は
７
０
２
万
３
０
０
０
人
に
上
っ

た
。
７
０
０
万
人
突
破
は
嵐
電

に
と
っ
て
８
年
ぶ
り
に
な
る
。

「
地
下
鉄
と
の
結
節
に
よ
る

利
用
者
増
は
期
待
し
て
い
た

が
、
こ
こ
ま
で
大
き
な
効
果
が

出
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
観

光
利
用
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の

時
代
に
定
期
利
用
が
増
加
し
た

こ
と
も
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て

大
き
か
っ
た
」
と
三
宅
部
長
は
話
す
。

現
在
、
京
都
市
内
で
は
９
社
局
の
鉄
道
事
業

者
が
路
線
を
運
行
し
て
い
る
。

京
都
市
都
市
計
画
局
歩
く
ま
ち
京
都
推
進
室

の
大
路
健
志
課
長
は
「
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全

体
の
利
便
性
向
上
に
は
、
事
業
者
間
の
さ
ら
な

る
連
携
強
化
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。
嵐
電
で

は
、
嵐
電
天
神
川
駅
、
西さ

い院
駅
、
そ
れ
に
四
条

大
宮
駅
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
上
で
『
主

要
駅
』
に
位
置
付
け
ら
れ
る
」
と
説
明
す
る
。

京
都
市
で
は
、
事
業
者
と
の
連
携
ワ
ー
キ
ン
グ

を
定
期
的
に
開
き
、
市
内
の
電
車
・
バ
ス
を
ほ
ぼ

網
羅
す
る
切
符
「
京
都
フ
リ
ー
パ
ス
」
の
発
行

や
、
主
要
駅
で
乗
り
場
案
内
・
路
線
図
の
設
置
、

事
業
者
間
の
ダ
イ
ヤ
調
整
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

そ
れ
ら
を
担
当
す
る
大
路
課
長
は
「
結
節
に

お
け
る
嵐
電
の
努
力
」
と
し
て
、
最
終
電
車
の

ダ
イ
ヤ
設
定
を
評
価
す
る
。

「
嵐
山
行
き
の
最
終
電
車
を
24
時
台
ま
で
延

長
し
て
、
地
下
鉄
東
西
線
の
最
終
電
車
と
接
続

で
き
る
よ
う
に
し
た
。
こ
う
し
た
事
業
者
側
の

自
主
的
な
努
力
が
、
行
政
が
取
り
組
む
施
策
を

前
に
進
め
る
力
と
な
る
」
と
大
路
課
長
は
話
す
。

ま
た
、
自
社
線
で
の
乗
り
換
え
に
な
る
が
、

平
成
23
年
に
は
帷か

た
び
ら
の
つ
じ

子
ノ
辻
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
は
改
札
口
が

京都市 都市計画局
歩くまち京都推進室
公共交通利便性向上担当課長

大路健志
Takeshi OJI

12平成 23 年にバリアフリー化が実施された帷子ノ辻駅。嵐
山本線と北野線の乗り換えは新たに設置された構内踏切を使っ
て移動する3京都市内の電車・バスがほぼ乗り放題となる「京
都フリーパス」456京都市営地下鉄東西線・太秦天神川駅
と嵐電天神川駅の結節は、京都市の交通拠点の一つとして機能
している

1
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地
下
に
あ
り
、
嵐
電
本
線
と
北
野
線
の
乗
り
換

え
は
地
下
道
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
改
札
口
を
地
上
に
移
し
、
構
内
踏
切
を
設

置
し
た
こ
と
で
、
平
面
で
の
乗
り
換
え
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。

進
み
始
め
た
西
院
地
区
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

現
在
、
嵐
電
沿
線
で
は
次
な
る
結
節
点
強
化

に
向
け
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
で
い
る
。

嵐
電
・
西
院
駅
と
阪
急
電
鉄
・
西
院
駅
を
含
む

「
西
院
地
区
バ
リ
ア
フ
リ
ー
移
動
等
円
滑
化
基
本

構
想
」（
平
成
25
年
度
策
定
）
を
基
本
と
し
、

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
と
駅
等
の
利
便
性
向

上
を
図
る
た
め
に
京
都
市
が
作
成
し
た
「
西
院

駅
周
辺
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
だ
。

平
成
23
年
に
国
の
「
移
動
等
円
滑
化
の
促
進

に
関
す
る
基
本
方
針
」
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
京
都
市
で
は
平
成
24
年
３
月
、「『
歩
く

ま
ち
・
京
都
』
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
全
体
構

想
」
を
策
定
し
た
。
西
院
地
区
は
、
そ
の
全
体

構
想
に
お
い
て
重
点
整
備
地
区
（
全
10
地
区
）

に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

「
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
、
高
齢
者
、
子
育

て
中
の
方
、
外
国
人
な
ど
す
べ
て
の
人
に
安

心
・
安
全
に
公
共
交
通
を
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
ハ
ー
ド
面
で
の
整
備
と
と
も
に
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
も
推
進
し
て
い
く
。
二
つ
の

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
、
横
浜
の
関
内
駅
に

続
き
、
全
国
で
２
例
目
と
な
る
鉄
道
駅
総
合
改

善
事
業
（
連
携
計
画
事
業
）
と
し
て
国
に
事
業

採
択
さ
れ
た
こ
と
で
は
じ
め
て
実
現
で
き
た
。

学
識
、
地
元
自
治
会
、
鉄
道
事
業
者
、
行
政
で

構
成
す
る
法
定
協
議
会
『
西
院
駅
周
辺
地
域
整

備
協
議
会
』
が
事
業
主
体
と
な
り
計
画

を
進
め
て
い
る
」
と
、
歩
く
ま
ち
京
都

推
進
室
の
中
島
良
彰
計
画
推
進
課
長
は

説
明
す
る
。

両
駅
は
約
２
０
０
ｍ
離
れ
て
お
り
、

乗
り
換
え
に
は
約
３
分
か
か
り
、
幹
線

道
路
で
あ
る
西
大
路
通
を
横
断
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、駅
付
近
は
多
数

の
路
線
バ
ス
が
発
着
、
電
車
と
路
線
バ

ス
の
乗
り
継
ぎ
利
用
も
多
い
環
境
だ
。

「
西
院
は
、
乗
り
換
え
の
移
動
に
時

間
が
か
か
る
。
こ
の
た
め
１
駅
先
の
四

条
大
宮
駅
で
阪
急
に
乗
り
換
え
る
人
が

多
か
っ
た
。
し
か
し
、
大
宮
駅
に
特
急

が
停
車
し
な
く
な
っ
て
か
ら
は
西
院
乗

り
換
え
が
増
え
、
年
々
、
西
院
駅
の
需

要
が
高
ま
っ
て
い
る
」
と
三
宅
部
長
は

語
る
。
現
在
、
嵐
電
・
西
院
駅
の
１
日

の
平
均
乗
降
人
員
は
３
２
５
０

人
に
上
る
。

一
方
、
昭
和
６
年
に
開
業
し

た
阪
急
電
鉄
・
西
院
駅
は
、
こ

の
駅
の
手
前
か
ら
東
が
関
西
初

の
地
下
線
で
、
土
木
遺
産
に
認

定
さ
れ
て
い
る
。
１
日
に
約

４
万
人
が
乗
降
す
る
が
、
改
札

口
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
は
西

側
の
１
箇
所
の
み
。
地
上
の
改
札
口
ま
で
は
階

段
昇
降
機
が
整
備
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
整
備
を
望
む
利
用
者
の
声
は
、
以

前
か
ら
強
か
っ
た
。

	

嵐
電
・
西さ

い院
駅
と
阪
急
電
鉄
・
西さ

い
い
ん院

駅
が
直
結

計
画
で
は
、
阪
急
電
鉄
・
西
院
駅
の
改
札
口

を
地
下
に
移
設
し
、
改
札
口
よ
り
さ
ら
に
地
下

に
あ
る
各
ホ
ー
ム
（
四
条
通
の
地
下
）
と
改
札

階
を
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
結
び
、
改
札
階
か
ら
地

上
へ
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を

整
備
す
る
。
ま
た
、
東
側
に
も
二
つ
の
改
札
口

を
新
設
。
河
原
町
方
面
ホ
ー
ム
に
一
方
の
改
札

口
を
設
け
、
そ
の
地
上
部
に
嵐
電
の
嵐
山
方
面

ホ
ー
ム
を
移
設
し
て
至
近
距
離
で
の
乗
り
換
え

を
可
能
に
す
る
。
梅
田
方
面
ホ
ー
ム
に
は
地
上

に
も
う
一
つ
の
改
札
口
を
新
設
し
て
、
嵐
電
の

四
条
大
宮
方
面
ホ
ー
ム
を
改
良
、
直
結
さ
せ

る
。
阪
急
電
鉄
・
西
院
駅
の
地
下
ホ
ー
ム
へ
は

い
ず
れ
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
整
備
し
て
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
す
る
計
画
だ
。

ま
た
、
阪
急
電
鉄
の
既
存
駅
舎
と
駅
ビ
ル
を

改
築
し
、
保
育
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
生

活
支
援
施
設
を
整
備
し
、
駅
機
能
の
高
度
化
を

図
る
こ
と
も
事
業
の
目
的
だ
。

「
京
都
市
全
体
で
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
が
、

西
院
地
区
の
あ
る
右
京
区
は
若
い
世
代
も
多
く
、

保
育
需
要
が
高
い
」
と
中
島
課
長
は
話
す
。

事
業
予
算
は
約
25
億
円
で
、
国
、
地
方
公
共

団
体
（
京
都
府
・
京
都
市
）、
鉄
道
事
業
者

（
京
福
電
鉄
・
阪
急
電
鉄
）
が
そ
れ
ぞ
れ
３
分

の
1
ず
つ
負
担
す
る
。

嵐
電
・
西
院
駅
の
ホ
ー
ム
移
設
と
東
側
に
新

設
さ
れ
る
阪
急
電
鉄
・
西
院
駅
の
改
札
口
の
完

成
は
平
成
28
年
度
を
予
定
し
て
い
る
。
そ
の

後
、
阪
急
電
鉄
の
既
存
駅
舎
と
駅
ビ
ル
改
築
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
等
は
平
成
32
年
度
完
成
を

目
指
し
て
本
格
的
な
工
事
に
入
る
。

「
こ
れ
ま
で
企
画
切
符
な
ど
ソ
フ
ト
面
で
の
連

携
は
あ
っ
た
が
、
ほ
か
の
既
存
の
鉄
道
事
業
者

と
ハ
ー
ド
整
備
を
進
め
る
の
は
初
め
て
の
経
験
。

阪
急
電
鉄
は
嵐
山
に
も
駅
が
あ
る
の
で
、
両
端

で
深
い
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
嵐
電
沿

線
か
ら
阪
急
沿
線
へ
、
ま
た
そ
の
逆
の
人
の
流

れ
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と
三
宅
部
長
は
期

待
を
寄
せ
る
。

京
都
市
が
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
充

す
る
中
で
、
利
用
促
進
の
課
題
を
抱
え
る
嵐
電

は
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
結
節
点
の
強
化
に
取

り
組
み
、
持
続
可
能
な
鉄
道
を
目
指
し
て
い
る
。

京都市 都市計画局
歩くまち京都推進室
計画推進課長

中島良彰
Yoshiaki NAKAJIMA

西院東淳
和院町
西院東淳
和院町

西大路四条
交差点
西大路四条
交差点

西
大
路
通

西
大
路
通

嵐電・西院駅と阪急電鉄・西院駅嵐電・西院駅と阪急電鉄・西院駅

阪急
西院駅
阪急
西院駅

嵐電
西院駅
嵐電
西院駅

嵐
山
本
線

嵐
山
本
線

阪急・河原町方面ホーム阪急・河原町方面ホーム

阪急・
梅田方面ホーム
阪急・
梅田方面ホーム

阪急京都線阪急京都線 （阪急）東（南）
改札口新設
（阪急）東（南）
改札口新設

（阪急）東（北）
改札口新設
（阪急）東（北）
改札口新設

既設駅舎・駅ビル改築

嵐山方面ホーム移設

四条大宮方面ホーム改良
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特集：大都市近郊における中小鉄道の活性化施策
［京福電気鉄道にみる観光需要と地元利用拡大の取り組み］

嵐
電
を
利
用
し
た

低
炭
素
型
集
配
シ
ス
テ
ム

京
福
電
鉄
は
、「
歩
く
ま
ち
・

京
都
」
を
掲
げ
る
環
境
モ
デ
ル

都
市
・
京
都
に
本
社
を
置
く
鉄

道
事
業
者
と
し
て
、「
環
境
の

保
全
や
資
源
の
保
護
に
配
慮

し
、
全
組
織
を
挙
げ
て
環
境
負

荷
の
軽
減
に
努
力
す
る
」
こ
と
を
「
環
境
理

念
」
と
し
て
い
る
。

環
境
に
優
し
い
公
共
交
通
機
関
で
あ
る
鉄
道

利
用
の
促
進
は
、
環
境
保
全
に
つ
な
が
る
。
鉄

軌
道
事
業
、
そ
し
て
そ
の
事
業
活
動
に
関
わ
る

各
分
野
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通
じ
、

環
境
保
全
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。

中
で
も
、
大
き
な
評
価
を
得
て
い
る
の
が
、

大
手
物
流
会
社
の
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社
と
の

連
携
で
実
現
し
た
「
嵐
電
を
使
用
し
た
低
炭
素

型
集
配
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
だ
。

宅
配
便
と
い
う
市
場
を
切
り
開
い
た
ヤ
マ
ト

運
輸
は
、
車
両
台
数
の
抑
制
や
低
公
害
な
集
配

車
両
の
導
入
、
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
推
進
な
ど
、

宅
配
便
事
業
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
環
境
負
荷

の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
そ
う
し
た
中
で
、
環
境
モ
デ
ル
都
市
・
京

都
な
ら
で
は
の
公
共
交
通
を
活
用
し
た
環
境
負

荷
削
減
の
集
配
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
た
い
と
考

え
、
京
福
電
鉄
に
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
」

と
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社
京
都
主
管
支
店
の
関

根
勝
利
主
管
支
店
長
は
語
る
。

そ
れ
ま
で
ヤ
マ
ト
運
輸
が
一
部
実
施
し
て
い

た
鉄
道
輸
送
は
、
貨
物
列
車
を
使
用
す
る
大
都

市
圏
の
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
間
に
限
ら
れ
て
い
た
。

物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
宅
急
便
を
集
配
す
る
営

業
所
間
で
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
は
初
の
試
み
だ
。

し
か
も
、
路
面
電
車
に
宅
急
便
を
積
載
し
て
運

ぶ
と
い
う
の
は
、
日
本
初
の
ケ
ー
ス
と
な
る
。

「
果
た
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
の
か
、

不
安
は
あ
っ
た
。
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
と

し
て
も
、
新
た
な
集
配
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
上

げ
る
ま
で
に
は
、
双
方
の
運
行
計
画
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
京
福
電
鉄
は
柔
軟
に
対
応
し
、

わ
れ
わ
れ
の
申
し
出
に
対
し
、
全
面
的
に
協
力

し
て
く
れ
た
」
と
、
関
根
主
管
支
店
長
は
話
す
。

鉄
道
と
自
動
車
と
い
う
輸
送
モ
ー
ド
と
し
て

の
特
性
の
違
い
、
ま
た
企
業
文
化
も
異
な
る
２

社
間
で
、
お
よ
そ
１
年
を
か
け
て
、
日
本
初
の

路
面
電
車
を
使
っ
た
集
配
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
い
っ
た
。

こ
の
集
配
シ
ス
テ
ム
は
、
平
成
23
年
５
月
に

運
用
を
開
始
。
そ
れ
ま
で
は
、
物
流
タ
ー
ミ
ナ

ル
か
ら
大
型
ト
ラ
ッ
ク
で
嵐
山
担
当
営
業
所
ま

で
輸
送
し
、
そ
こ
か
ら
２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

に
積
み
替
え
配
達
し
て
い
た
が
、
嵐
電
を
使
っ

た
集
配
シ
ス
テ
ム
で
は
、
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
か

ら
嵐
電
の
西
院
車
庫
に
荷
物
を
運
び
、
２
両
編

成
の
１
両
を
貸
し
切
り
車
両
と
し
て
使
用
。
ヤ

マ
ト
運
輸
の
社
員
が
同
乗
し
、
荷
下
ろ
し
す
る
。

配
達
す
る
宅
急
便
は
あ
ら
か
じ
め
配
達
区
別

Ⅲ 環境への取り組み
京福電鉄は、大手物流会社のヤマト運輸とタッグを組
み、日本初となる「路面電車を活用した宅急便の輸
送」を運用している。嵐山地区でのトラック利用を控
えることで、環境貢献を進めていくことが狙いだ。

ヤマト運輸株式会社
京都主管支店 主管支店長

関根勝利
Masatoshi SEKINE
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ご
と
に
フ
タ
付
き
集
配
用
コ
ン

テ
ナ
に
仕
分
け
し
て
台
車
に
搭

載
し
て
あ
り
、
途
中
駅
と
終
点

の
嵐
山
駅
で
台
車
を
降
ろ
し
、

セ
ー
ル
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
が
リ
ヤ

カ
ー
付
き
電
動
自
転
車
に
台
車

を
装
着
、
配
達
す
る
。集
荷
は
、

こ
の
逆
の
手
順
で
同
様
に
行
っ

て
い
る
。

当
初
は
１
日
に
朝
１
便
・
２

駅
で
の
集
配
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
が
、
現
在
で
は
朝
夕
２
便
・

６
駅
で
集
配
を
実
施
。
１
日
平

均
４
０
０
個
の
宅
配
便
を
嵐
電

で
運
ん
で
い
る
。

「
こ
の
集
配
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
、
ヤ
マ
ト
運
輸
の
集
配
で
の

Ｃ
Ｏ
２
を
平
成
２
年
度
比
で
30 

％
、
約
７
・５
ト
ン
削
減
す
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
、
関
根
主
管

支
店
長
は
そ
の
効
果
の
大
き
さ

を
語
る
。

ラ
ッ
シ
ュ
時
の
逆
方
向
行
き
電
車
を
活
用

一
方
、
京
福
電
鉄
側
の
設
備
の
面
で
は
、
西

院
車
庫
に
ヤ
マ
ト
運
輸
の
ト
ラ
ッ
ク
が
入
庫
す

る
こ
と
か
ら
、
京
福
電
鉄
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
部

分
の
増
床
や
駐
車
場
の
屋
根
の
付
け
替
え
、
電

車
信
号
を
高
く
設
置
す
る
な
ど
、
効
率
よ
く
作

業
が
で
き
る
よ
う
に
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え

た
。そ

し
て
、
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
運

行
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て
は
、
朝
の
便
は
西
院
車
庫

を
平
日
７
時
18
分
発
、
休
日
は
７
時
58
分
発
と

す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

「
双
方
に
と
っ
て
都
合
の
い
い
時
間
を
探
っ
て

い
く
と
、
こ
の
ダ
イ
ヤ
が
ベ
ス
ト
だ
っ
た
」
と
、

鉄
道
部
の
三
宅
部
長
は
話
す
。

こ
の
時
間
は
、
通
勤
通
学
客
で
嵐
山
発
四
条

大
宮
行
き
の
電
車
は
混
雑
す
る
が
、
嵐
山
行
き

は
ま
だ
観
光
客
も
少
な
く
ゆ
と
り
が
あ
る
。

ホ
ー
ム
で
の
台
車
の
積
み
降
ろ
し
作
業
で
、
利

用
客
に
不
自
由
を
か
け
る
心
配
も
な
い
。

西
院
車
庫
で
宅
急
便
を
積
ん
だ
電
車
は
、
車

庫
を
出
発
。
２
両
編
成
で
本
線
に
入
り
、
西に

し
お
お大

路じ
さ
ん
じ
ょ
う

三
条
駅
か
ら
嵐
山
行
き
の
営
業
運
転
を
行

い
、
集
配
を
行
う
6
駅
に
停
車
し
た
際
に
、
台

車
を
ホ
ー
ム
で
待
機
す
る
セ
ー
ル
ス
ド
ラ
イ

嵐電を使用した低炭素型集配システム

ヤマト運輸の貸し切り電車には通常の営業車両を充当する。車体側面と前面のヤマト運輸ロゴマークはマグ
ネット式を採用している

物流ターミナルから西院車庫まで荷物を運ぶ 貸し切り電車に宅急便が入った台車を積み込む 社員が同乗の上、電車で輸送する

エリアごとに自転車で宅急便を配達する リヤカー付き電動自転車に台車を装着する セールスドライバーがホームで待機する途中駅で、台車を降ろす



　環境関連事業で、嵐電が地域と協働で推進しているのが、
平成 18 年に開始した駅の緑化活動だ。
　これは「嵐電ブラッシュアッププロジェクト」の前身とな
る「駅の美化活動」の一環で、「花と緑がいっぱいの北野線」
をテーマに、龍

りょうあんじ

安寺駅や御
お む ろ に ん な じ

室仁和寺駅などの駅前やホームを
整備し、花壇、プランターの設置や桜やヤマブキなどの植栽
から始まったもの。無人駅には水道設備がないため、雨水タ
ンクを設置し、水やりをはじめとする維持管理については、
近隣住民にボランティアで行ってもらっている。
　こうした嵐電の取り組みに賛同したのが NPO 法人「京
都・雨水の会」で、「嵐電沿線協働 緑化プロジェクト」を立
ち上げ、他の駅にもプランターと雨水タンクを設置。環境配
慮型の緑化活動が地域に広がった。
　また、「京都・雨水の会」は、花の管理だけではなく、京
都府の「地域力再生プロジェクト支援事業」や「右京区ま
ちづくり支援制度」などの交付金を受け、学校や駅を会場に

した園芸教室やセミ
ナーを開催。雨水タ
ンクをめぐるスタン
プラリーなども行っ
ている。
　 現 在 は、「 京 都・
雨水の会」を中心に
地域住民や沿線自

治会、商店街、学校などがネットワークをつくり、活動を続
けている。１年の事業計画を立て、月に１度、全体会議を開
催して取り組んでいるが、嵐電が主導するのではなく、メン
バーの自発的な考えや行動を尊重している。
　「緑化活動は、花を植え替えたり、土を入れ替えたり、美
しい状態を維持するには想像以上に手間がかかる。マンパ
ワーが不可欠で、地域の協力がなければ継続できない。また
この活動を通して、嵐電に対する
愛着を皆さんが深めてくださって
いるようで、大変うれしく思って
いる」と長くこのプロジェクトに携
わってきた事業推進部の鈴木（理）
部長は話す。
　こうした取り組みが評価され、

「京都・雨水の会」は平成 26 年度
の京都環境賞を受賞した。また、
平成 19 年と 26 年に緑化に携わる
人々に嵐電も感謝の意を込めた表
彰を行っている。

地域とともに進める
駅の緑化活動
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特集：大都市近郊における中小鉄道の活性化施策
［京福電気鉄道にみる観光需要と地元利用拡大の取り組み］

バ
ー
に
引
き
渡
す
。

「
わ
れ
わ
れ
サ
イ
ド
と
し
て
は
、
今
あ
る
も
の

を
ど
う
活
用
す
る
か
を
軸
に
計
画
を
練
っ
た
。

ラ
ッ
シ
ュ
の
時
間
帯
に
集
配
専
用
に
１
本
増
便

す
る
こ
と
は
か
な
り
難
し
い
。
貸
し
切
り
車
両

な
ら
対
応
で
き
る
。
通
常
運
行
に
一
工
夫
す
る

こ
と
で
実
現
で
き
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
目
指

し
た
」
と
三
宅
部
長
は
説
明
す
る
。

ヤ
マ
ト
運
輸
に
と
っ
て
も
、
メ
リ
ッ
ト
は
大

き
か
っ
た
。
こ
の
ダ
イ
ヤ
を
使
え
ば
、
配
達
の

開
始
時
間
が
早
く
な
り
、
在
宅
率
の
高
い
時
間

帯
に
配
達
を
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
再
配

達
の
減
少
は
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
も
つ
な
が
る
。

観
光
シ
ー
ズ
ン
で
も
道
路
渋
滞
の
影
響
を
受
け

る
こ
と
な
く
、
電
車
な
ら
で
は
の
定
時
性
に
よ

る
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
。

嵐
山
地
区
は
狭
い
道
が
多
い
が
、
比
較
的
平

坦
な
地
形
で
あ
る
た
め
、
自
転
車
利
用
に
向
い

て
い
る
。
そ
う
し
た
地
域
特
性
も
、
リ
ヤ
カ
ー

付
き
電
動
自
転
車
に
よ
る
配
達
に
合
致
し
た
。

こ
の
京
福
電
鉄
と
ヤ
マ
ト
運
輸
に
よ
る
取
り

組
み
は
、
翌
年
に
平
成
24
年
度
物
流
環
境
大
賞

「
物
流
環
境
特
別
賞
」
を
受
賞
し
た
の
に
続
き
、

平
成
25
年
度
に
は
近
畿
運
輸
局
「
交
通
関
係
環

境
保
全
優
良
事
業
者
等
表
彰
」
を
、
そ
し
て
昨

年
に
は
平
成
26
年
度
国
土
交
通
省
「
交
通
関
係

環
境
保
全
優
良
事
業
者
等
大
臣
表
彰
」
を
受
賞

し
た
。

環
境
モ
デ
ル
都
市
・
京
都
に
お
い
て
、
嵐
電

と
ヤ
マ
ト
運
輸
の
連
携
で
、
大
き
く
前
進
し
た

物
流
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
。
地
域
と
と
と
も
に

持
続
可
能
な
鉄
道
を
目
指
す
嵐
電
は
、
環
境
面

に
お
い
て
も
地
域
に
貢
献
し
続
け
る
こ
と
を
、

自
ら
の
責
務
と
考
え
て
い
る
。

上／嵐山駅の「ヤマト運輸嵐電嵐山センター」　下／平成 26 年度国土交通省「交通関係
環境保全優良事業者等大臣表彰」表彰式にて（平成 26 年 12 月 18 日）
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　新聞づくりを通じ、子どもたちに鉄道に対する関心と理解を深
めてもらおうと、日本民営鉄道協会が 2007 年より毎年実施して
いる「『私とみんてつ』小学生新聞コンクール」の第 8 回表彰式
が１月10 日（土）に開催された。

●授業や自由研究に活用されるコンクール
　「『私とみんてつ』小学生新聞コンクール」は、全国小学校社会
科研究協議会の後援を得て始まり、2012 年開催の第 6 回からは
同協議会とともに文部科学省・国土交通省の後援も得て、毎年開
催している。
　新聞コンクールの募集対象は小学生全学年で、新聞づくりがま
だ難しい１・２年生については「絵日記風の新聞」も受け付けて
いる。回を重ねるごとに総合学習や国語などの授業、夏休みの自
由研究や宿題に活用する学校が増えており、毎年、参加する児童
も少なくない。原則として学校を通じての応募となっているが、
ポスターなどで新聞コンクールの開催を知った児童が自発的に参
加するケースも年々増えているという。

●最優秀作品賞１点は駅ポスターに
　第８回目を迎えた今回は、昨年 7 月1日から 9 月末までの募集
期間に全国 562 校から 7021作品（7136 人）の応募があり、日
本民営鉄道協会では、昨年 10 月末に第一次審査・第二次審査を
行い、最終エントリー作品を選出。続いて 11月末に審査委員に
よる最終審査を実施、個人賞部門・学校賞部門の受賞作品を決
定した。
　表彰式には、厳正な審査を経て入賞作品に選ばれた個人賞部
門・学校賞部門の受賞者 15 人、受賞校５校が出席。栄えある受
賞をともに祝った。
　日本民営鉄道協会では、個人賞部門の最優秀作品賞（文部科
学大臣賞）受賞作品と学校賞部門の最優秀学校賞（国土交通大
臣賞）受賞校を紹介するポスターを作成し、３月末まで協会加盟
71 社の駅に掲出する。

■個人賞部門　最優秀作品賞（１作品）、優秀作品賞（6 作品）、
奨励賞（8 作品）、佳作（20 作品）、みんてつ作品賞（1 作品）

■学校賞部門　最優秀学校賞（１校）、優秀学校賞（3 校）、
奨励賞（6 校）、若草奨励賞（5 校）、みんてつ学校賞（1 校）

1第 8 回「私とみんてつ」小学生新聞コンクール受賞者の皆さんと主催者・後援者の
役員 2最優秀作品賞（文部科学大臣賞）を受賞した広島市立広瀬小学校の佐藤茜さん 
3最優秀学校賞（国土交通大臣賞）を受賞した神奈川県藤沢市の湘南白百合学園小学
校 4全国 71 社約 3000 の駅に掲出されるポスター

個人賞部門の最優秀作品賞、優秀作品賞、奨励賞、佳作を受賞した作品は、日本民営鉄道協会ホームページ内サイト『みんてつキッズ』で紹介しています。
http://kids.mintetsu.or.jp

1

2

3

4

日本民営鉄道協会
「私とみんてつ」小学生新聞コンクール
表彰式を開催
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　開村から 50 周年を迎えた『博物館明治村』は、3 月15 日
（日）に開村 50 周年記念式典を開催。同時に修理のため運行を
休止していたＳＬ９号の運行を約４年ぶりに再開させた。また、
空席となっていた村長には、作家でエッセイストの阿川佐和子さ
んが就任し、お披露目を兼ねた就任パレードも行われた。

●明治期を中心に 60 以上の貴重な文化財を保存
　博物館明治村は 1965 年 3 月18 日に開村した。開村当初の施
設は、札幌電話交換局や京都の聖ヨハネ教会堂、森鷗外と夏目
漱石が相前後して住んだ由緒ある住宅など、15 件からスタートし
たが、現在では 67 件に達し、その中には国の重要文化財 10 件
と愛知県の有形文化財に指定された建造物 1件が含まれている。
博物館の敷地も 2 倍近くの 100 万㎡に広がり、村内移動用の乗
り物として、動態保存されている明治の車両に実際に体験乗車で
きる。
　ＳＬ9 号は 1912 年、米国ボールドウィン社で製造された蒸気
機関車で、富士身延鉄道（現在の身延線）で使用されていた車

両である。後に、日本鋼管鶴見製鉄所を経て 1973 年に明治村に
譲渡され、動態展示していたが、2010 年から運行を休止してい
た。

●再び明治村に鳴り響くＳＬ９号の汽笛
　開村 50 周年記念式典は、同日13 時から聖ザビエル天主堂に
て厳かに開催された。関係者による式辞や来賓祝辞の後、明治村
50 年のあゆみをまとめた特別映像を上映。記念式典に引き続き、
新村長就任パレードおよびＳＬ名古屋駅にてＳＬ９号運行再開出
発式が開催された。
　運行再開出発式では、４代目村長に就任した阿川佐和子さんら
によるテープカットの後、ＳＬ９号が新村長らを乗せて勇壮な汽
笛を響かせ出発した。
　明治村ではこのほかに 50 周年記念企画として、明治村が所蔵
する宮廷家具など 20 数点を展示する「デザインの黎明」や、累
計 40 万人以上が参加した謎解き宝探しゲーム「明治探検隊」の
最終章など、各種イベントを開催している。

1帝国ホテル中央玄関。この建物は、
20 世紀建築界の巨匠であるアメリカの
建築家フランク・ロイド・ライトによっ
て設計され、1923 年に４年間の大工事
を終え完成した。2運行が再開された
SL9 号。明治村にはこのほか 1874 年
から新橋－横浜間を走っていた SL12
号が 1974 年より動態保存されている。
3４代目村長に就任した阿川佐和子さ
ん。初代村長は漫談家の徳川夢声さん、
２代目は俳優の森繁久彌さん、３代目
が俳優の小沢昭一さんだった。初の女
性村長となる。

1

2

3

名古屋鉄道・明治村
開村50周年記念式典開催と
SL9号の運行再開
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湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
は
速
い
、
そ
し
て
曲
が
る
！　

大
船
駅
か
ら
乗
り
込
ん
だ
モ
ノ
レ
ー
ル
は
、

発
車
す
る
や
否
や
、
ぐ
ん
っ
と
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
、

右
に
左
に
大
き
く
曲
が
る
。
連
な
る
家
々
を
眼
下
に

疾
走
し
て
い
た
か
と
思
え
ば
、
車
道
と
ほ
と
ん
ど
同

じ
高
さ
に
ま
で
ぐ
っ
と
下
が
る
。
ス
ピ
ー
ド
を
保
っ

た
ま
ま
ト
ン
ネ
ル
に
突
入
し
た
り
、
家
並
み
の
向
こ

う
に
パ
ッ
と
海
が
見
え
た
り
も
す
る
。

く
る
く
る
変
わ
る
車
窓
の
景
色
と
ス
ピ
ー
ド
感
は
、

モ
ノ
レ
ー
ル
と
い
う
よ
り
遊
園
地
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
。「
全
8
駅
を
約
14
分
で
つ
な
ぐ
モ
ノ
レ
ー
ル
」
と

い
う
情
報
か
ら
、
空
中
を
の
ん
び
り
走
る
姿
を
想
像

し
て
い
た
身
と
し
て
は
、
ち
ょ
っ
と
ド
キ
ド
キ
し
て

し
ま
う
。
湘
南
深
沢
駅
で
下
車
し
て
鎌
倉
山
へ
散
策

に
向
か
う
予
定
が
、
楽
し
く
な
っ
て
降
り
損
ね
、
終

点
・
湘
南
江
の
島
駅
に
到
着
。
そ
れ
な
ら
つ
い
で
に

江
の
島
散
策
…
…
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

お
そ
ば
、
お
豆
腐
、
イ
タ
リ
ア
ン
。
ケ
ー
キ
に
プ

リ
ン
に
ド
イ
ツ
菓
子
。
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
の
ご
担
当

者
に
伺
っ
た
沿
線
の
お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト
に
は
、
グ
ル

メ
情
報
が
満
載
。
で
き
れ
ば
全
部
食
べ
た
い
と
こ
ろ

を
迷
い
に
迷
っ
て
厳
選
し
、
よ
う
や
く
立
て
た
本
日

の
予
定
、「
鎌
倉
山
散
策
と
ス
イ
ー
ツ
巡
り
」
は
変
更

で
き
な
い
。

鎌
倉
山
の
不
思
議
な
空
間

江
の
島
散
策
は
次
の
機
会
に
と
っ
て
お
く
と
し
て
、

予
定
通
り
湘
南
深
沢
駅
へ
。
鎌
倉
山
は
「
山
」
と

言
っ
て
も
、
富
士
山
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
住

宅
も
建
っ
て
い
る
丘
陵
。
駅
か
ら
歩
く
こ
と
30
分
弱
、

斜
面
に
家
々
が
立
ち
並
ぶ
地
域
に
入
る
と
、
そ
こ
は

も
う
鎌
倉
山
の
中
。

住
宅
地
を
走
る
道
路
は
き
れ
い
に
舗
装
さ
れ
て
い

る
け
れ
ど
、「
山
」
ら
し
い
自
然
も
た
っ
ぷ
り
。
鎌
倉

山
で
の
お
目
当
て
、「
夫
婦
池
公
園
」
も
、
遊
具
を
備

え
た
公
園
で
は
な
く
、
自
然
の
ま
ま
の
山
林
を
生
か

し
た
公
園
。
名
前
の
通
り
二
つ
並
ん
だ
夫
婦
池
こ
そ

住
宅
地
に
面
し
て
い
る
け
れ
ど
、
池
に
続
く
公
園
の

敷
地
は
う
っ
そ
う
と
し
た
山
林
。

公
園
の
敷
地
内
に
は
、「
水
辺
の
さ
ん
ぽ
み
ち
」

「
森
の
さ
ん
ぽ
み
ち
」
と
い
う
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
、

希
少
な
植
物
な
ど
が
生
育
し
て
い
る
湿
地
な
ど
は
保

護
さ
れ
て
い
る
。
夫
婦
池
の
横
か
ら
続
く
、「
森
の
さ

ん
ぽ
み
ち
」
に
入
っ
て
み
る
と
、
ほ
ん
の
数
歩
で
す

う
っ
と
生
活
音
が
消
え
、
雰
囲
気
が
変
わ
る
。 

他
に
人
影
は
な
い
の
に
、
遊
歩
道
の
左
右
か
ら
は

確
か
な
生
き
物
の
気
配
。
小
鳥
の
さ
え
ず
り
や
羽
音
、

小
さ
な
生
き
物
が
落
ち
葉
を
踏
む
微
か
な
音
が
四
方

を
包
む
。
た
だ
、
こ
の
静
か
な
よ
う
で
騒
が
し
い
、

不
思
議
な
空
間
を
楽
し
め
る
の
は
、
ほ
ん
の
束
の
間
、

距
離
に
し
て
数
百
メ
ー
ト
ル
。
立
ち
止
ま
ら
ず
に
歩

け
ば
、
５
分
程
度
で
バ
ス
も
通
る
き
れ
い
な
車
道
に

出
て
き
て
し
ま
う
。

不
思
議
な
世
界
は
、
悲
し
い
く
ら
い
あ
っ
け
な
い
。

鎌
倉
山
を
歩
き
越
え

車
が
通
り
、
家
や
住
民
の
姿
も
見
え
る
鎌
倉
山
に

不
思
議
な
雰
囲
気
は
な
い
け
れ
ど
、
木
々
の
向
こ
う

に
湘
南
海
岸
ま
で
見
渡
せ
る
景
色
は
最
高
。
斜
面
に

建
つ
家
々
に
は
個
性
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
も
多
く
、

見
て
い
て
楽
し
い
。
ま
だ
も
う
少
し
、
あ
と
も
う
少

し
と
歩
き
回
っ
て
数
時
間
。
疲
れ
て
き
た
し
、
小
腹

スピードの速いモノレールは頭上をあっとい
う間に走り去る。

空中散歩を楽しむ 1 日フリ
ーきっぷは 600 円

目白山下駅からは、住宅街の向こうに湘南の海が臨める。

湘南モノレール株式会社
連
　
載文・写真　松澤美穂

遊
園
地
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
よ
う
な

モ
ノ
レ
ー
ル
に
、

不
思
議
な
景
色
と
魅
力
的
な
グ
ル
メ
。

沿
線
は
ま
る
で
大
き
な

テ
ー
マ
パ
ー
ク
。

湘南モノレール
【しょうなんものれーる】

大船駅から湘南江の島駅まで、
全 8 駅を約14 分でつなぐ、懸垂
式のモノレール。沿線住民の通
勤・通学利用が大半を占める、地
域に密着した路線。

大船

湘
南
町
屋

湘
南
深
沢

西
鎌
倉

片瀬山

目白山下
湘南江の島

富士見町富士見町東海道線

横須賀線

北鎌倉

大船

藤沢藤沢

藤沢藤沢

鎌倉 鎌
倉

江
ノ
島
電
鉄
線

江
ノ
島
電
鉄
線

小
田
急
江
ノ
島
線

江
ノ
島

江
ノ
島

片
瀬
江
ノ
島

片
瀬
江
ノ
島
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も
空
い
た
。
そ
ろ
そ
ろ
ス
イ
ー
ツ
巡
り
の
方
へ
と
思

う
頃
に
は
、
す
っ
か
り
迷
子
。

迷
い
な
が
ら
も
歩
き
進
む
と
、
前
方
に
は
ど
こ
か

で
見
た
こ
と
の
あ
る
ト
ン
ネ
ル
。「
こ
れ
は
も
し
や

…
…
」
と
思
い
つ
つ
ト
ン
ネ
ル
を
通
り
抜
け
、
気
付
い

た
と
き
に
は
も
う
遅
い
。
観
光
客
が
行
き
来
す
る
道

の
上
に
は
、「
大
仏　

Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
」
の
標
識
。

鎌
倉
山
を
歩
き
越
え
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
沿
線
か
ら
も

大
き
く
外
れ
、
長
谷
に
あ
る
大
仏
様
の
御
許
に
到
着
。

「
鎌
倉
大
仏
」
は
人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
。
そ
の
大

き
さ
は
何
度
見
て
も
圧
倒
さ
れ
る
も
の
だ
け
れ
ど
、

今
日
、
今
、
こ
れ
か
ら
見
た
か
っ
た
の
は
、
大
仏
様

で
は
な
く
ケ
ー
キ
。「
お
あ
ず
け
」
さ
れ
る
と
、
か

え
っ
て
す
ぐ
に
も
食
べ
た
く
な
る
の
が
人
情
。
大
仏

様
を
通
り
過
ぎ
、
長
谷
駅
か
ら
江
ノ
電
に
乗
車
。
モ

ノ
レ
ー
ル
に
乗
り
換
え
ら
れ
る
江
ノ
島
駅
へ
と
急
ぐ
。

晴
れ
の
ち
霰
、
の
ち
雨

湘
南
海
岸
の
す
ぐ
そ
ば
を
走
っ
て
行
く
江
ノ
電
。

サ
ー
フ
ァ
ー
に
溢
れ
る
海
と
風
情
あ
る
駅
舎
の
光
景

を
う
っ
と
り
眺
め
な
が
ら
も
、
頭
の
中
で
は
ケ
ー
キ

へ
の
最
短
ル
ー
ト
を
フ
ル
回
転
で
検
索
。

江
ノ
島
駅
で
江
ノ
電
を
降
り
て
モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗

り
継
ぐ
と
、
速
い
速
い
モ
ノ
レ
ー
ル
が
あ
っ
と
い
う

間
に
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
の
最
寄
り
駅
、
西
鎌
倉
ま
で
運

ん
で
く
れ
る
。

足
早
に
改
札
を
出
て
、
ふ
と
右
側
を
見
る
と
青
空
、

左
側
を
見
る
と
曇
り
空
。
右
側
の
青
空
の
下
に
の
み
、

西
日
を
受
け
て
金
色
に
輝
く
お
天
気
雨
が
降
っ
て
い

る
。
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
が
あ
る
左
側
に
は
暗
い
雲
が
広

が
っ
て
い
る
の
に
、
雨
は
降
っ
て
い
な
い
。
雨
の
範

囲
が
広
が
る
前
に
、
た
ど
り
着
い
て
お
き
た
い
と
こ

ろ
だ
け
れ
ど
、
こ
の
不
思
議
な
空
を
背
景
に
、
モ
ノ

レ
ー
ル
の
写
真
が
撮
れ
た
ら
面
白
い
。

モ
ノ
レ
ー
ル
が
来
る
の
を
待
ち
つ
つ
、
空
の
具
合

を
う
か
が
い
つ
つ
、
ゆ
っ
く
り
移
動
し
て
い
る
と
、

サ
ラ
サ
ラ
と
い
う
音
と
と
も
に
曇
り
空
か
ら
降
っ
て

き
た
の
は
霰あ

ら
れ

。「
霰
な
ら
払
い
落
と
せ
る
か
ら
、
も
う

少
し
」
と
思
っ
た
途
端
、
雨
に
変
わ
っ
て
大
慌
て
。

写
真
を
あ
き
ら
め
、
走
り
出
す
。

ス
イ
ー
ツ
巡
り
は
時
間
が
勝
負

飛
び
込
ん
だ
扉
の
先
に
広
が
る
、
甘
い
香
り
と
華

や
か
な
色
彩
。
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
収
ま
っ
た
ケ
ー
キ

た
ち
は
ど
れ
も
こ
れ
も
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
る
。「
お
決

ま
り
で
す
か
」
の
優
し
い
声
に
促
さ
れ
、
ケ
ー
キ
を

選
ん
で
イ
ー
ト
イ
ン
ス
ペ
ー
ス
へ
。
常
連
さ
ん
と
思

し
き
鎌
倉
マ
ダ
ム
に
挟
ま
れ
て
、
念
願
の
ケ
ー
キ
を

よ
う
や
く
一
口
。「
う
ー
ん
幸
せ
」
と
も
う
一
口
。

ど
ん
な
に
ゆ
っ
く
り
味
わ
っ
て
も
ケ
ー
キ
は
小
さ

い
。
夫
婦
池
公
園
の
あ
の
不
思
議
な
世
界
と
同
じ
よ

う
に
、
満
足
感
は
大
き
い
け
れ
ど
、
悲
し
い
く
ら
い

に
あ
っ
け
な
く
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
で
も
大
丈
夫
、

「
ス
イ
ー
ツ
巡
り
」
と
計
画
し
た
か
ら
に
は
当
然
、
次

が
あ
る
。
次
の
予
定
は
ド
イ
ツ
菓
子
店
、
最
寄
り
駅

は
片
瀬
山
。
ど
う
や
ら
住
宅
街
に
ひ
っ
そ
り
佇
む
隠

れ
家
的
な
お
店
ら
し
い
。

い
つ
の
間
に
か
雨
は
あ
が
り
、
雲
間
か
ら
夕
焼
け

の
赤
い
光
も
微
か
に
差
し
込
む
。
現
在
時
刻
は
も
う

す
ぐ
午
後
５
時
。
目
指
す
お
店
の
営
業
時
間
は
午
後

６
時
ま
で
。
も
う
一
軒
ス
イ
ー
ツ
目
指
し
て
、
さ
あ

急
げ
。

鎌倉山は桜の名所。季節になると、桜のアーチがあちこちに。

お天気雨とモノレールのコラボレーション写真は撮れず。 見覚えのあるトンネルは「大仏隧道」。スイーツ巡りの戦利品。

上／リスや小鳥が視界を横切る。公園内はまるで別世界。
下／夫婦池公園は住宅地に隣接。
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「
嵐ら

ん
で
ん電
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
嵐

山
本
線
・
北
野
線
を
運
営
す
る
京
福
電
気

鉄
道
。
戦
前
の
京
都
電
燈
の
鉄
軌
道
部
門

を
引
き
継
ぎ
、
京
都
と
福
井
に
多
く
の
鉄

道
路
線
を
展
開
し
た
が
、
現
在
は
こ
の
嵐

電
と
比
叡
山
の
鋼
索
線
（
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
）

の
み
を
運
営
し
て
い
る
。

そ
の
京
福
各
線
の
中
で
も
最
も
歴
史
が

古
い
嵐
山
本
線
は
、
嵐
山
電
車
軌
道
に

よ
っ
て
明
治
四
十
三
年
に
開
業
。
平
成

二
十
二
年
に
開
業
百
周
年
を
迎
え
た
。

本
図
は
し
っ
か
り
と
嵐
電
の
路
線
を
表

示
し
て
い
て
嬉
し
く
な
る
。
電
車
は
現
在

の
阪
急
電
鉄
京
都
線
大
宮
駅
向
か
い
の
四

条
大
宮
駅
が
始
点
で
、
図
上
で
レ
ト
ロ
な

吊つ
り
か
け掛
式
の
駆
動
音
を
響
か
せ
て
走
行
す
る

臨
場
感
を
そ
の
ま
ま
味
わ
え
そ
う
だ
。

電
車
は
次
の
壬み

ぶ生
駅
（
昭
和
四
十
六
年

廃
止
）
か
ら
西さ

い院
駅
を
経
て
四
条
通
り
を

横
断
す
る
。
図
示
は
な
い
が
、
西
大
路
三

条
を
過
ぎ
て
か
ら
は
併
用
軌
道
区
間
に
入

り
、
三
条
通
り
を
進
む
。
大
正
期
創
業
の

島
津
製
作
所
が
あ
る
の
は
山
ノ
内
駅
そ
ば

文
・
藤
本
一
美

text by Kazum
i FUJIM

O
TO

藤本一美
首都大学東京・専修大学非常勤講師。地図情報センター理事。日本地図学会評議員。鳥瞰図・展望図資料室兼山岳情報資料室主宰。
近・現代の鳥瞰図絵師の作品収集と研究に精力的に取り組んでいる。著書に『旅と風景と地図の科学Ⅱ』（私家版 2006 年）、
最新刊に『展望の山50選 関東編』（東京新聞出版局）がある。

連載─第31回

洛
東
洛
西
洛
南
洛
北

京
名
所
交
通
図
絵

洛
西
交
通
名
所
図
絵
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だ
が
、
表
示
が
な
い
の
が
惜
し
い
。

蚕か
い
こ
の
や
し
ろ

ノ
社
駅
付
近
か
ら
は
主
に
専
用
軌
道

と
な
り
、
聖
徳
太
子
建
立
伝
承
の
あ
る
広

隆
寺
門
前
の
太
子
前
駅
（
現
・
太う

ず
ま
さ秦
広
隆

寺
）
に
着
く
。
次
は
北
野
線
が
分
岐
す
る

帷か
た
び
ら
の
つ
じ

子
ノ
辻
駅
で
あ
る
。

そ
の
先
、
嵯
峨
野
（
現
・
有
栖
川
）、

車く
る
ま
ざ
き折
神
社
前
、
嵯
峨
駅
前
（
現
・
嵐
電
嵯

峨
）
に
か
け
て
は
旧
蹟
と
新
旧
の
民
家
が

混
在
す
る
街
中
を
走
行
し
、
終
点
の
嵐
山

駅
に
到
着
す
る
。
天
龍
寺
や
保
津
川
の
渡と

月げ
つ

橋き
ょ
うは

す
ぐ
そ
こ
だ
。

前
述
の
北
野
線
は
、
大
正
十
五
年
開
通

時
、
現
在
よ
り
四
〇
〇
ｍ
ほ
ど
東
側
の
北

野
駅
（
昭
和
三
十
三
年
廃
止
）
が
起
点
で
、

当
然
な
が
ら
昭
和
十
八
年
開
設
の
白

は
く
ば
い
ち
ょ
う

梅
町

駅
（
現
・
北
野
白
梅
町
）
は
本
図
に
は
な

い
。
路
線
は
、
等
持
院
、
龍
安
寺
、
御お

む
ろ室

（
現
・
御
室
仁に

ん
な
じ

和
寺
）
な
ど
、
古
刹
の
名
を

冠
し
た
駅
が
次
々
と
登
場
。
高
雄
口
駅

（
現
・
宇
多
野
）
を
経
て
、
鳴
滝
駅
か
ら
急

勾
配
を
下
っ
て
常
盤
へ
と
、
閑
静
な
住
宅

街
を
ト
コ
ト
コ
進
ん
で
行
く
。

本
図
は
、
京
都
市
内
の
東
西
南
北
四
区

分
・
四
種
の
地
域
版
の
う
ち
の
「
洛
西
」

を
扱
っ
た
も
の
で
、
構
図
の
特
色
は
京
都

北
西
域
の
嵐
山
や
保
津
峡
、
愛
宕
山
、
高

雄
を
背
景
に
、
た
く
さ
ん
の
寺
社
と
名
所

旧
蹟
を
立
体
的
絵
図
と
し
て
配
置
し
て
い

る
。
嵐
電
を
目
で
追
う
楽
し
さ
も
あ
る
作

品
だ
。

京福電気鉄道株式会社
Keifuku Electric Railroad Co.,Ltd．
運輸開始 ：明治 43 年 3 月 25 日
設立 ：昭和 17 年 3 月 2 日
本社 ：京都市中京区壬生賀陽御所町3番地の20

　京都で唯一の路面電車「嵐電」は明治 43 年 3 月、嵐山電車軌道
が四条大宮から嵐山まで開業したのを始まりとする歴史ある路線。嵐
電東の玄関口の四条大宮から京都観光の人気エリア・嵐山までを結ぶ
嵐山本線、北野白梅町から本線の帷子ノ辻駅までを結ぶ北野線の 2
線がある。
　総延長 11km、総駅数 21駅の沿線地域は、名所旧蹟が点在する歴
史ある住宅エリアで、地域の足として利用されている。また、世界文
化遺産の天龍寺、二条城、仁和寺、龍安寺、金閣寺など歴史的な名
刹も多く、京都観光
の「足」としてもな
くてはならない存在
だ。
　「京紫」の路面電
車が古都の街並み
を走る。京都の伝
統ある風景として、
地 域に溶け込み、
京都の人々に親しま
れている。

「嵐電」の愛称で親しまれる
歴史ある京都唯一の路面電車。

京福電気鉄道株式会社

嵐電嵐山本線

嵐電北野線

嵐
山

地
下
鉄
烏
丸
線

地下鉄東西線
烏丸御池

阪急京都線
河原町

太秦天神川

阪
急
嵐
山
線

鳴滝

常盤

西大路三条西大路三条

嵯峨嵐山 嵯峨野線

京都

宇
多
野

御
室
仁
和
寺

妙
心
寺

龍
安
寺

等
持
院

北
野
白
梅
町

帷
子
ノ
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有
栖
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車
折
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鹿
王
院

嵐
電
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太
秦
広
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嵐
電
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条
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蚕
ノ
社

山
ノ
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嵐
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『洛東洛西洛南洛北
 京名所交通図絵［洛西交通名所図絵］』

（昭和 3〈1928〉年 8 月）
京都市教育会　発行（定価 50 銭）
京都市内の池上改進堂　印刷
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